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テ
ー
ル
ή
ー
ト
リ
ϑ
タ
ー
補
ॿ
２
次
公
ื

東
ト
協
８
年
度
第
１
回
物
ྲྀ
政
策
ҕ
һ
会

東
ト
協
街
頭
指
導
活
動「
統
一
実
施
日
」

第
26
期
物
ྲྀ
経
営
࢜
課
程
म
ྃ
ࣜ

東
運
支
ہ
運
転
者
支
ہ
長
ද
জ
ࣜ

２４５５６

ௌ
取
会
に
は
、
੫
制
金
༥

ҕ
һ
長
の
ླ
໦
ོ
ࢤ
෭
会
長

を
は
じ
め
、
௟
目
ོ
༤
・
৿

本
উ
໵
・
٠
池
正
ߒ
・
ࡾ
ଜ

Ғ
一
࿠
・
ּ
原
࢙
ٱ
の
֤
෭

会
長
ら
が
出
੮
。
ླ
໦
෭
会

長
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
は
国
民
生
活
や
経
ࡁ
活

動
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
Ỿ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
、
༌
送

能
ྗ
の
不
଍
が
ݦ
在
化
し
な

い
よ
う
、
さ
ま
͟
ま
な
޻
෉

を
ڽ
ら
し
な
が
ら
必
死
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

中
東
৘
੎
の
影
響
に
よ
る
ܰ

え
た
。

続
い
て
、
全
ト
協
要
๬
事

項（
੫
制
改
正
関
係
、
道
路

関
係
、
༧
ࢉ
・
施
策
関
係
）

の
う
ち
、
東
ト
協
と
の
関
࿈

性
が
高
い
６
項
目
に
つ
い
て

આ
明
し
た
。

੫
制
改
正
関
係
で
は
、「
૸

行
ڑ
཭
課
੫
な
ど
新
た
な

੫
ෛ
୲
に
断
ݻ
൓
対
」
と
主

ு
。
૸
行
ڑ
཭
課
੫
の
導
ೖ

や
、
ి
気
自
動
車
な
ど
へ
の

自
動
車
重
ྔ
੫
の
特
例
加
ࢉ

な
ど
が
検
౼
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
営
業
用
ト
ラ

ッ
ク
へ
の
新
た
な
੫
ෛ
୲
は

事
業
継
続
を
ة
う
く
す
る
と

し
て
、൓
対
࢟
੎
を
示
し
た
。

道
路
関
係
で
は
、
高
଎
道

路
の
ྉ
金
ਫ
準
引
き
Լ
͛
を

要
๬
。
ਂ
ࠁ
な
ド
ラ
イ
バ
ー

不
଍
の
ղ
消
に
は
労
働
環

ڥ
の
改
善
、
特
に
長
時
間
労

働
の
ੋ
正
が
不
可
欠
で
、
༌

送
時
間
の
୹
ॖ
に
は

高
଎
道
路
の
活
用
が

ޮ
果
的
だ
と
આ
明
し

た
。
ま
た
、
ॾ
外
国

と
比
べ
て
高
い
ྉ
金

ਫ
準
の
ੋ
正
を
求
め

る
と
と
も
に
、
̣
̚

̭
̘
̤
3
社
が
ྉ
金

஋
上
͛
を
検
౼
し
て

い
る
と
の
報
道
に
も

ݴ
及
。
ՙ
主
へ
の
価

֨
転
Շ
が
進
ん
で
い

な
い
現
状
や
、
貨
物

自
動
車
運
送
事
業
法

に
基
づ
く
ద
正
原
価
の
告
示

を
߇
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

৻
重
な
検
౼
を
求
め
た
。

༧
ࢉ
・
施
策
関
係
で
は
、

「
運
༌
事
業
ৼ
ڵ
ॿ
成
交
付

金
制
度
の
継
続
」
を
要
๬
。

ܰ
༉
引
取
੫
の
࢑
定
੫
率
廃

止
に
൐
い
、
同
制
度
は
令
和

13
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年

間
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

༉
価
֨
の
高
止
ま
り
や
車
྆

価
֨
の
高
ಅ
、
価
֨
転
Շ
の

஗
れ
な
ど
に
よ
り
、
౒
ྗ
も

限
界
に
達
し
つ
つ
あ
る
」
と

આ
明
し
た
。

さ
ら
に
、「
ド
ラ
イ
バ
ー

ϑ
Ỹ
ー
ス
ト
」
の
考
え
の
も

と
、
ద
正
運
賃
・
ྉ
金
の
ऩ

受
、
ద
切
な
価
֨
転
Շ
、
人

ࡐ
確
保
へ
の
支
ԉ
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
े

分
に
進
ん
で
い
な
い
と
し
、

「
国
の
施
策
が
確
実
に
実
現

さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
支

ԉ
を
お
ئ
い
し
た
い
」
と
ૌ

関
運
ہ
は
９
月
18

日
、「
関
東
地
Ҭ
事

業
用
自
動
車
安
全
施

策
２
０
３
０
」
を
策

定
し
た
。
運
転
者
の

高
齢
化
や
人
手
不
଍

な
ど
、
自
動
車
運
送

業
界
を
取
り
ר
く
環

ڥ
の
ม
化
を
踏
ま

え
、
健
康
ى

因
事
故
対
策

や
経
ݧ
の
未

ख़
な
運
転
者

へ
の
安
全
対

策
な
ど
を
ਪ
進
す

る
。
ま
た
、
運
行
管

理
の
高
度
化
を
さ
ら

に
進
め
、
従
前
と
同

等
以
上
の
安
全
性
を

確
保
し
な
が
ら
、
ޮ

率
的
な
༌
送
の
実
現

を
目
指
す
。

２
０
３
０
年
ま

た
が
、
そ
れ
以
降
の
ࡒ
ݯ
は

୲
保
さ
れ
て
い
な
い
と
指
ఠ

し
た
。
交
付
金
は
安
全
確

保
、環
ڥ
保
全
、法
令
遵
守
、

災
害
時
の
ۓ
急
༌
送
対
策
な

ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
来
年
度
以
降
も
制
度
を

継
続
す
る
た
め
、
ࡒ
ݯ
の
確

保
を
求
め
た
。

「
ద
正
運
賃
ऩ
受
・
価
֨

転
Շ
に
向
け
た
支
ԉ
」で
は
、

ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化
二
法
に
基

づ
く「
ڐ
可
ߋ
新
制
度
」「
ద

正
原
価
制
度
」
の
導
ೖ
に
つ

い
て
、
業
界
の
実
৘
を
踏
ま

え
た
実
ޮ
性
あ
る
制
度
設
計

を
要
請
。
特
に
、
ՙ
主
へ
の

確
実
な
価
֨
転
Շ
に
向
け
、

制
度
の
周
知
や
原
価
計
ࢉ
、

運
賃
交
ব
な
ど
を
促
進
す
る

支
ԉ
の
強
化
を
求
め
た
。

こ
の
΄
か
、「
人
ࡐ
確
保
・

人
ࡐ
ҭ
成
に
対
す
る
支
ԉ
」

で
は
、
特
定
ٕ
能
制
度
を
活

で
に
達
成
す
べ
き
全
体
目

標（
全
業
態
）は
、24
時
間
死

者
数
ử
55
人
以
Լ
、
重
ই
者

数
ử
５
９
５
人
以
Լ
、
人
身

事
故
件
数
ử
６
３
４
０
件
以

Լ
、
飲
酒
運
転
ử
ゼ
ロ
と
設

定
し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
の
ݸ
別
目
標
は

（
カ
ッ
ί
内
は
２
０
２
５
年

実
੷
）、
24
時
間
死
者
数
ử

45
人
以
Լ（
55
人
）、重
ই
者

数
ử
２
６
０
人
以
Լ（
２
９

６
人
）、人
身
事
故
件
数
ử
１

９
４
０
件
以
Լ（
３
０
０
３

件
）、飲
酒
運
転
ử
ゼ
ロ（
2

件
）、
௥
ಥ
事
故
件
数
７
６

０
件
以
Լ（
１
２
５
５
件
）。

さ
ら
に
、
近
年
増
加
し
て

い
る
ܰ
貨
物
の
事
故
࡟
減
に

向
け
、
ࠓ
回
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

の
目
標
と
分
け
て
設
定
し
た

ܰ
貨
物
の
ݸ
別
目
標
は
、
24

時
間
死
者
数
ử
５
人
以
Լ

（
14
人
）、
重
ই
者
数
ử
１
２

０
人
以
Լ（
１
７
２
人
）、人

身
事
故
件
数
ử
１
４
２
０
件

以
Լ（
２
３
１
３
件
）、飲
酒

運
転
ử
ゼ
ロ

（
11
件
）、
௥

ಥ
事
故
件
数

ử
３
７
５
件

以
Լ（
６
２

８
件
）と
し
た
。

目
標
達
成
に
向
け
て
ߨ
ず

べ
き
施
策
で
は
、
次
の
項
目

を
最
重
要
施
策
に
設
定
。「
運

行
管
理
未
実
施
、
飲
酒
運
転

等
ѱ
࣭
な
法
令
ҧ
൓
の
ࠜ

ઈ
」
で
は
、
ѱ
࣭
ҧ
൓
・
重

大
事
故
の
࠶
発
防
止
の
た
め

の
啓
発
や
、
貨
物
ܰ
自
動
車

関
東
運
༌
ہ
は
、
10
・
11

月
を
ՙ
主
・
ݩ
請
事
業
者
に

対
す
る「
ू
中
؂
ࢹ
月
間
」

と
位
置
付
け
、「
ト
ラ
ッ
ク
・

物
ྲྀ
̜
メ
ン
」
に
よ
る
؂
ࢹ

を
強
化
し
、
ੋ
正
指
導
を
実

施
し
て
い
る
。
̜
メ
ン
が
全

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
、
૔

ݿ
業
者
へ
の
実
態
調
査
や
関

係
省
庁
か
ら
の
৘
報
な
ど
を

活
用
し
、
ద
正
な
取
引
を
્

害
す
る
恐
れ
の
あ
る
行
為
を

行
う
ՙ
主
等
を
重
఺
的

に
؂
ࢹ
す
る
。
ࠓ
回
の

ू
中
؂
ࢹ
で
は
、
取
ద

法
施
行
後
の
さ
ら
な
る

࿈
ܞ
強
化
と
し
て
、
公

正
取
引
ҕ
һ
会
・
関
東

経
ࡁ
࢈
業
ہ
と
࿈
ܞ
し

た
取
り
組
み
と
と
も

に
、ҧ
法
な「
ന
ト
ラ
」

へ
の
有
償
運
送
ҕ
ୗ
の

防
止
に
向
け
、
ܯ
࡯
と

の
ࠤ
౻
௚
人
自
動
車
交
通
部

長
が「
օ
༷
の
活
動
が
物
ྲྀ

の
未
来
を
ม
え
る
ྗ
に
な

る
」、
公
取
ҕ
の
े
川
խ
඙

取
引
ద
正
化
検
査
管
理
官
が

「
公
取
ҕ
と
国
土
交
通
省
の

現
場
レ
ベ
ル
で
の
࿈
ܞ
を
全

国
規
模
で
進
化
さ
せ
た
取
り

組
み
だ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
܇

示
を
行
っ
た
。

ू
中
؂
ࢹ
月
間
で
は
、
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法（
ト

ラ
ッ
ク
法
）に
基
づ
き
、
ҧ

൓
原
因
行
為
の
ٙ
い
が
認
め

ら
れ
た
場
合
、
ՙ
主
等
に
対

し
て
働
き
か
け
を
行
い
、
要

請
や
ק
告
を
実
施
す
る
。
取

ద
法
の
ې
止
行
為
に
つ
い
て

も
、
ॿ
ݴ
や
指
導
を
行
う
。

対
象
に
は
、
長
時
間
の
ՙ
待

ち
や
契
約
に
な
い
ෟ
ଳ
業

務
、
運
賃
・

ྉ
金
の
不
当

࿈
ܞ
し
た
取
り

組
み
を
ల
開
す

る
。同

ہ
は
取
り

な
ਾ
え
置
き
、
過
ੵ
ࡌ
運
送

の
指
示
・
༰
認
、
異
常
気
象

時
の
運
送
依
པ
、
ແ
理
な
運

送
依
པ
が
含
ま
れ
る
。

同
月
間
の
開
始
に
あ
わ

せ
、
関
運
ہ
・
公
取
ҕ
・
関

経
ہ
に
よ
る「
物
ྲྀ
分
野
取

引
ద
正
化
地
方
ϒ
ロ
ッ
ク
࿈

བྷ
会
ٞ
」
を
開
࠵
し
、
取
ద

法
ҧ
൓
が
ٙ
わ
れ
る
事
案
の

調
査
手
法
や
ࣥ
行
方
਑
に
つ

い
て
意
見
交
׵
す
る
΄
か
、

関
係
機
関
の
࿈
ܞ
を
強
化
す

る
。あ

わ
せ
て
、
֤
都
ݝ
ܯ
࡯

と
࿈
ܞ
し
、
ҧ
法
な
ന
ト
ラ

へ
の
運
送
ҕ
ୗ
を
防
止
す
る

た
め
の
周
知・啓
発
を
行
う
。

さ
ら
に
、
ト
ラ
ッ
ク
法
に
基

づ
き
、
こ
う
し
た
運
送
ҕ
ୗ

に
関
༩
し
て
い
る
ٙ
い
が
認

め
ら
れ
た
ՙ
主
等
に
対
し
、

要
請
ま
た
は
ק
告
を
行
う
。

運
送
事
業
者
に
対
す
る
安
全

対
策
の
確
実
な
ཤ
行
を
進
め

る
。「̞

̘
̩
、
先
進
自
動
車
、

自
動
運
転
等
新
ٕ
ज़
の
開

発
・
ී
及
促
進
」
で
は
、
運

行
中
も
含
め
た
運
行
管
理
の

高
度
化
を
さ
ら
に
ਪ
進
す

る
。「
少
ࢠ
高
齢
社
会
に
お

け
る
事
故
の
防
止
対
策
の
ਪ

進
」
で
は
、
健
康
ى
因
事
故

対
策
の
ਪ
進
や
、
経
ݧ
が
未

ख़
な
運
転
者
へ
の
安
全
対
策

を
ప
ఈ
す
る
。

「
原
因
分
ੳ
に
基
づ
く
事
故

防
止
対
策
の
ཱ
案
と
安
全
体

࣭
の
継
続
的
強
化
」
で
は
、

֤
業
態
の
特
徴
に
応
じ
た
事

故
分
ੳ
・
対
策
を
進
め
、
ト

ラ
ッ
ク
は
௥
ಥ
事
故
を
重
఺

的
に
対
策
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
関
運
ہ
ϗ
ー
Ϝ

ϖ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

用
し
た
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー

の
受
け
ೖ
れ
に
向
け
、
人
ࡐ

࠾
用
、
安
全
ڭ
ҭ
、
日
本
ޠ

ݚ
म
、
外
໔
切
ସ
な
ど
へ
の

支
ԉ
を
要
๬
。「
環
ڥ
・
交

通
安
全
対
策
に
係
る
支
ԉ
」

で
は
、
̛
̘
̫
・
̚
̫
ト
ラ

ッ
ク
の
導
ೖ
に
お
け
る
ߤ
続

ڑ
཭
、
イ
ン
ϑ
ラ
、
車
྆
価

֨
な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、

補
ॿ
事
業
の
継
続
・
֦
ॆ
や

ॆ
ి
設
備
な
ど
の
イ
ン
ϑ
ラ

整
備
、
ラ
ン
χ
ン
ά
ί
ス
ト

௿
減
へ
の
支
ԉ
を
求
め
た
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
༌

送
の
確
保
に
向
け
、
運
行
管

理
の
ప
ఈ
や
ド
ラ
イ
バ
ー
ڭ

ҭ
に
加
え
、
ώ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
を
ハ
ー
ド
面
か
ら
補
う

̖
̨
̫
関
࿈
機
ث
の
導
ೖ
が

不
可
欠
と
し
て
、
̖
̨
̫
૷

置
導
ೖ
へ
の
補
ॿ
֦
ॆ
を
要

請
し
た
。

あ
わ
せ
て
、東
ト
協
の「
東

京
都
へ
の
特
別
要
๬
」
を
ఏ

出
し
た
。

要
๬
後
に
は
出
੮
ٞ
һ
と

の
意
見
交
׵
が
行
わ
れ
、
原

༉
価
֨
高
ಅ
の
影
響
や
取
ద

法
の
状
گ
な
ど
に
つ
い
て
࣭

ٙ
が
交
わ
さ
れ
た
。

組
み
の
一
環
と
し
て
10
月
７

日
、
都
内
で
ト
ラ
ッ
ク
・
物

ྲྀ
̜
メ
ン
に
よ
る
合
同
ՙ
主

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
関

運
ہ
、
東
京
運
༌
支
ہ
を
は

じ
め
֤
運
༌
支
ہ
の
ト
ラ
ッ

ク
・
物
ྲྀ
̜
メ
ン
、公
取
ҕ
、

関
経
ہ
、
東
京
都
貨
物
自
動

車
運
送
ద
正
化
事
業
実
施
機

関（
東
ト
協
）の
̜
メ
ン
調

査
һ
な
ど
が
ࢀ
加
し
、品
川・

大
田
区
内
の
ՙ
主
事
業
者
な

ど
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
。

同
日
は
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

に
先
ཱ
ち
、
品
川
区
の
東
京

運
༌
支
ہ
で
出
発
ࣜ
を
実

施
。
出
発
ࣜ
で
は
、
関
運
ہ

౦トڠ ࣗຽౘ౎࿈ʹཁ๬
৽ͨͳ੫ෛ୲ʹஅݻ൓対

౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձớ
ਫ
໺
ޭ
ձ
௕
Ờ͸

1�
月
̎
日
、ࣗ
༝
ຽ
ओ
ౘ
౦
ژ
౎
ࢧ
෦
࿈
߹
ձ

ớ
Ҫ
্
৴
࣏
ձ
௕
Ờに
Α
Δ
令
和
̕
年
度
ࠃ
Ո

༧
ࢉ
ɾ
੫
੍
վ
ਖ਼
等
ཁ
๬
ௌ
औ
ձ
Ͱ
、શ
日
ຊ

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ
ձ
の「
̕
年
度
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ؔ
܎
ࢪ

ࡦ
に
ؔ
͢
Δ
ཁ
๬
ॻ
」
Λ
ఏ
ग़
。
͜
の
͏
ͪ
、

੫
੍
վ
ਖ਼
ؔ
܎
̐
߲
໨
、
ಓ
࿏
ؔ
܎
̑
߲
໨
、

༧
ࢉ
ɾ
ࢪ
ࡦ
ؔ
܎
̑
߲
໨
の
ཁ
๬
ࣄ
߲
の
த
か

ら
、౦
τ
ڠ
ͱ
の
ؔ
࿈
ੑ
が
ߴ
͍
̒
߲
໨
に
ͭ

͍
ͯ
આ
໌
し
、
࣮
ݱ
Λ
ૌ
͑
た
。
͋
Θ
ͤ
ͯ
、

౦
τ
ڠ
ಠ
ࣗ
の「
౦
ژ
౎
΁
の
ಛ
ผ
ཁ
๬
」΋

ఏ
ग़
し
、࣮
ݱ
Λ
ٻ
Ί
た
。

ަ෇ۚの֬ݯࡒอٻΊΔ

1�
ɾ
11
݄
͸
ՙ
ओ
ɾ
ݩ
੥
ू
த
؂
ࢹ
݄
ؒ

ؔ
ӡ
ہ
ɾ
ެ
औ
ҕ
ɾ
ؔ
ܦ
ہ

࿈
ܞ
Ͱ
߹
ಉ
ՙ
ओ
ύ
τ
ϩ
ー
ϧ

ద
ਖ਼
ӡ
௞
ऩ
ड
ɾ
Ձ
֨
స
Շ
ʹ
޲
͚
ͨ
ࢧ
ԉ
ඞ
ཁ

ؔӡہ ؔ౦஍Ҭۀࣄ༻ࣗಈं҆શࢪ策̎̌ ̏̌ を策ఆ

トϥοΫ
໨ ඪ

死
ऀ
਺
��
ਓ
Ҏ
Լ

ҿ
ञ
ӡ
స
θ
ϩ
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企画部 事業グループ

「
大
型
車
通
行
ద
正
化
に

向
け
た
関
東
地
Ҭ
࿈
བྷ
協
ٞ

会
」（
事
務
ہ
・
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
ہ
道
路
部
交

通
対
策
課
）は
、10
月
を「
大

型
車
通
行
ద
正
化
ਪ
進
月

間
」
と
位
置
付
け
、
ՙ
主
や

޻
事
発
஫
部
署
お
よ
び
地
方

貨
物
自
動
車
運
送
ద
正
化
事

業
実
施
機
関
を
通
じ
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
ら
を
対
象

に
、「
特
घ
車
྆
通
行
制
度
」

の
遵
守
の
重
要
性

を
周
知
す
る
啓
発

活
動
を
ల
開
す
る
。
ま
た
、

協
ٞ
会
メ
ン
バ
ー
や
޻
事
発

஫
者
が
ϙ
ス
タ
ー
を
一
੪
に

ܝ
示
す
る
と
と
も
に
、
ν
ラ

シ（
写
真
ɾ
࣍
߸
ʹ
ಉ
෧
）を

഑
෍
す
る
༧
定
。

同
協
ٞ
会
は
、
東
京
都
・

神
ಸ
川
ݝ
・
ઍ
༿
ݝ
・
࡛
ۄ

ݝ
の
関
係
企
業
ஂ
体
、
関
係

行
政
機
関
、
道
路
管
理
者
な

ど
で
ߏ
成
。
࿝
ٺ
化
が
進
む

道
路
ߏ
଄
物
を
守
る
た
め
、

重
ྔ
ҧ
൓
の
大
型
車
྆
の
૸

行
抑
止
を
目
的
に
、
広
報
活

動
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み

第
２
次
高
市
改
଄
内
ֳ
が

９
月
17
日
に
発
଍
し
、
国
土

交
通
大
ਉ
に
は
Ҫ
ྛ
ୢ
ݑ
ऺ

ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
੩
Ԭ
２
区
・
自

༝
民
主
ౘ
）が
ब
೚
し
た
。

国
交
෭
大
ਉ
に
は
、
加
౻

҂
ࢠ
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
山
ܗ
3

区
・
自
民
ౘ
）と
ே
日
健
ଠ

࿠
ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
東
京
都
・

自
民
ౘ
）が
、ま
た
、

国
交
大
ਉ
政
務
官
に

は
、
੨
ౡ
健
ଠ
ࢀ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ

（
比
例
・
日
本
ҡ
新
の
会
）、

૲
間
߶
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
神
ಸ

川
19
区
・
自
民
ౘ
）、
∁
橋

༞
介
ऺ
ٞ
Ӄ
ٞ
һ（
北
ւ
道

2
区
・
自
民
ౘ
）が
そ
れ
ぞ

れ
ब
೚
し
た（
い
ず
れ
も
同

月
18
日
付
）。

国
土
交
通
省
は
、
令
和
７

年
度
補
正
༧
ࢉ
に
係
る「
中

খ
物
ྲྀ
事
業
者
の
労
働
生
࢈

性
向
上
事
業（
テ
ー
ル
ή
ー

ト
リ
ϑ
タ
ー
等
導
ೖ
等
支

ԉ
）」
の
２
次
公
ื
を
実
施

し
て
い
る
。

こ
れ
に
൐
い
、
ࣥ
行
ஂ
体

の
日
本
能
率
協
会
ί
ン
α
ル

テ
ỹ
ン
ά（
Ｊ
̢
̖
̘
）は

９
月
28
日
か
ら
補
ॿ
ਃ
請
の

受
け
付
け
を
開
始
し

た
。
受
付
期
限
は
11

月
27
日
ޕ
後
５
時
ま

で
。
先
ண
順
で
受
け

付
け
、
期
限
内
で
あ

っ
て
も
༧
ࢉ
額
に
達

し
た
場
合
は
受
け
付

け
を
終
ྃ
す
る
。

同
事
業
は
、
車
྆
の
ޮ
率

化
設
備（
テ
ー
ル
ή
ー
ト
リ

ϑ
タ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ
型

ク
レ
ー
ン
、
ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ

用
２
段
ੵ
み
σ
ッ
キ
、
μ
ϒ

ル
࿈
結
ト
ラ
ッ
ク
）の
導
ೖ

の
΄
か
、
業
務
ޮ
率
化
、
経

営
ྗ
強
化
、
人
ࡐ
確
保
・
ҭ

成
に
関
す
る
取
り
組
み
を
支

ԉ
し
、
経
営
の
ߏ
଄
的
改
善

を
ਤ
る
も
の
。

補
ॿ
対
象
事
業
の
৚
件

は
、８
年
２
月
７
日
か
ら
ਃ

請
日
ま
で
の
間
に
補
ॿ
対
象

機
ث
な
ど
の
導
ೖ
を
実
施

し
、
補
ॿ
対
象
අ
用
の
支
෷

い
が
完
ྃ
し
て
い
る
こ
と
。

対
象
事
業（
ᶃ
～
ᶏ
）と

補
ॿ
額
な
ど
は
次
の
通
り
。

ợ
ं
྆
の
ޮ
཰
Խ
ઃ
උ
の
ಋ

ೖ
౳
事
業
Ụ

˜
補
ॿ
対
象
ử
ᶃ
テ
ー
ル

ή
ー
ト
リ
ϑ
タ
ー
、
ᶄ
ト
ラ

ッ
ク
౥
ࡌ
型
ク
レ
ー
ン
、
ᶅ

ト
ラ
ッ
ク
౥
ࡌ
用
２
段
ੵ
み

σ
ッ
キ
、
ᶆ
μ
ϒ
ル
࿈
結
ト

ラ
ッ
ク

˜
補
ॿ
率
ʗ
補
ॿ
金
上
限

額
ử
ᶃ
導
ೖ
අ
の
４
分
の

１
ʗ
１
୆
当
た
り
15
ສ
ԁ

（
ア
ー
Ϝ
ࣜ
・
ਨ
௚
ࣜ
）、
30

ສ
ԁ（
後
部
֨
ೲ
ࣜ
・
চ
Լ

֨
ೲ
ࣜ
）、
ᶄ
導
ೖ
අ
の
４

分
の
１
ʗ
１
୆
当
た
り
１

３
５
ສ
ԁ（
大
型
）、１
２
０

ສ
ԁ（
中
型
）、１
０
５
ສ
ԁ

（
খ
型
）、
ᶅ
導
ೖ
අ
の
４
分

の
１
ʗ
σ
ッ
キ
１
基
当
た
り

12
ສ
ԁ（
１
୆
当
た
り
36
ສ

ԁ
）、
ᶆ
導
ೖ
අ
の
４
分
の

１
ʗ
１
୆
当
た
り
１
１
０
０

ສ
ԁ（
バ
ン
ϑ
ル
ト
レ
ー
ラ
、

ド
リ
ー
付
き
バ
ン
セ
ϛ
ト
レ

ー
ラ
、
ド
リ
ー
ʴ
セ
ϛ
ト
レ

ー
ラ
）

˞
ᶃ
～
ᶆ
の
補
ॿ
上
限
୆

数
は
原
ଇ
１
事
業
者
１
୆
。

̜
マ
ー
ク
取
ಘ
事
業
者
は
３

୆
ま
で
、「
ϗ
ワ
イ
ト
物
ྲྀ
」

ਪ
進
運
動
の
自
主
行
動
એ

ݴ
、「
働
き
や
す
い
職
場
認

ূ
制
度
」の
認
ূ
取
ಘ
、「
パ

ー
ト
φ
ー
シ
ッ
プ
ߏ
ங
એ

ݴ
」を
行
っ
て
い
る
事
業
者
、

事
業
場
内
最
௿
賃
金
時
間
額

を
３
％
ま
た
は
45
ԁ
以
上
引

き
上
͛
た
事
業
者
は
２
୆
ま

で
ਃ
請
で
き
る
。
ෳ
数
の
要

件
を
満
た
す
場
合
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
上
限
୆
数
を
合
ࢉ
し

た
୆
数
ま
で
ਃ
請
可
能
。

ợ
業
຿
ޮ
཰
Խ
事
業
Ụ

˜
補
ॿ
対
象
ử
ᶇ
物
ྲྀ
࿈

ܞ
最
ద
化
シ
ス
テ
Ϝ（
༧
約

受
付
シ
ス
テ
Ϝ
、
受
஫
৘
報

事
前
確
認
シ
ス
テ
Ϝ
な
ど
）、

ᶈ
業
務
ޮ
率
化
シ
ス
テ
Ϝ

（
഑
車
計
画
シ
ス
テ
Ϝ
、
運

行
・
労
務
管
理
シ
ス
テ
Ϝ
な

事
業
お
よ
び
支
෷
い
、
必
要

ॻ
ྨ
の
ఏ
出
を
11
月
27
日
ま

で
に
完
ྃ
す
る
必
要
が
あ

る
。ਃ

請
対
象
は
、
中
খ
企
業

者（
ࢿ
本
金
３
ԯ
ԁ
以
Լ
ま

た
は
従
業
һ
３
０
０
人
以

Լ
）で
、
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク

を
５
୆
以
上
保
有
す
る
一
般

貨
物
・
特
定
貨
物
・
第
二
種

貨
物
利
用
運
送
事
業
者
な

ど
。
事
業
区
分
͝
と
に
対
象

要
件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

車
྆
の
ޮ
率
化
設
備
の
導
ೖ

等
事
業
で
は
、
̜
マ
ー
ク
取

ಘ
事
業
者
や「
ϗ
ワ
イ
ト
物

ྲྀ
」
ਪ
進
運
動
の
自
主
行
動

એ
ݴ
、「
働
き
や
す
い
職
場
認

ূ
制
度
」の
認
ূ
取
ಘ
、「
パ

ー
ト
φ
ー
シ
ッ
プ
ߏ
ங
એ

ݴ
」の
実
施
、事
業
場
内
最
௿

賃
金
時
間
額
を
一
定
以
上
引

き
上
͛
た
事
業
者
に
は
、
補

ॿ
上
限
୆
数
を
引
き
上
͛
る

༏
۰
ા
置
を
設
け
て
い
る
。

ど
）、
ᶉ
車
྆
動
態
管
理
シ

ス
テ
Ϝ（
ᶇ
ᶈ
の
シ
ス
テ
Ϝ

と
の
同
時
導
ೖ
が
必
要
）

˜
補
ॿ
率
ʗ
補
ॿ
金
上
限

額
ử
ᶇ
導
ೖ
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
５
０
０

ສ
ԁ
、
ᶈ
導
ೖ
අ
の
２
分
の

１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
２
５

０
ສ
ԁ
、
ᶉ
導
ೖ
に
係
る
σ

δ
タ
ル
タ
ί
ά
ラ
ϑ
導
ೖ
අ

の
２
分
の
１
ʗ
１
୆
当
た
り

12
ສ
ԁ
ʗ
１
事
業
者
10
୆
ま

でợܦ
Ӧ
ྗ
ڧ
Խ
事
業
Ụ

˜
補
ॿ
対
象
ử
ᶊ
原
価
管

理
シ
ス
テ
Ϝ
、ᶋ
̢
ˍ
̖

˜
補
ॿ
率
ʗ
補
ॿ
金
上
限

額
ử
ᶊ
導
ೖ
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
２
５
０

ສ
ԁ
、
ᶋ
経
අ
の
２
分
の
１

ʗ
１
事
業
者
当
た
り
１
０
０

０
ສ
ԁ

ợ
ਓ
ࡐ
֬
อ
・
ҭ
੒
事
業
Ụ

˜
補
ॿ
対
象
ử
ᶌ
人
ࡐ
確

保（
求
人
活
動
な
ど
）、ᶍ
人

ࡐ
ҭ
成
、
ᶎ
中
型
・
大
型
・

け
ん
引
໔
ڐ
・
ϑ
Ỽ
ー
ク
リ

ϑ
ト
運
転
ࢿ
֨
の
取
ಘ
、
ᶏ

外
໔
切
ସ
等
ڭ
श

˜
補
ॿ
率
ʗ
補
ॿ
金
上
限

額
ử
ᶌ
ᶍ
経
අ
の
２
分
の

１
ʗ
１
事
業
者
当
た
り
15
ສ

ԁ
、ᶎ
ᶏ
取
ಘ
අ
用
の
２
分

の
１
ʗ
１
人
当
た
り
15
ສ
ԁ

（
１
事
業
者
５
人
ま
で
）

な
お
、２
次
公
ื
で
は
、１

次
公
ื
と
の
ਃ
請
回
数
の
ѻ

い
に
஫
意
が
必
要
と
な
る
。

ᶃ
～
ᶆ
の
車
྆
の
ޮ
率
化
設

備
に
つ
い
て
は
、
１
次
公
ื

で
ਃ
請
し
た
事
業
者
も
、
補

ॿ
上
限
୆
数
に
達
す
る
ま
で

は
２
次
公
ื
で
௥
加
ਃ
請
が

可
能
。
一
方
、
ᶇ
～
ᶏ
に
つ

い
て
は
、
同
一
年
度
内
に
同

一
メ
χ
ュ
ー
へ
ෳ
数
回
の
応

ื
は
で
き
な
い
。

ਃ
請
は
、
同
事
業
特
設
ϖ

ー
δ
内
の
̬
̴
̱
ϑ
Ỽ
ー
Ϝ

か
ら
受
け
付
け
る
。
ৄ
ࡉ
は

同
特
設
ϖ
ー
δ
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
Ｊ
̢

̖
̘
ʗ
テ
ー
ル
ή
ー
ト
リ
ϑ

タ
ー
等
導
ೖ
支
ԉ
事
務
ہ

（
ὸ
０
８
０
・
９
３
２
０
・

３
５
６
２
ま
た
は
０
８
０
・

６
９
７
９
・
８
９
６
２
、
平

日
ޕ
前
10
時
か
ら
ޕ
後
４
時

ま
で
、
正
ޕ
か
ら
ޕ
後
１
時

ま
で
を
আ
く
）

を
継
続
し
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、
֤
道
路
管
理

者
が
༧
定
し
て
い
る
取
り
క

り
を「
取
క
強
化
月
間
」
で

あ
る
10
月
に
ू
中
し
て
実
施

し
、
ҧ
൓
車
྆
の
さ
ら
な
る

抑
止
を
ਤ
る
。重
ྔ
ҧ
൓
は
、

道
路
を
ই
め
る
だ
け
で
な

く
、
ଞ
の
道
路
利
用
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
自
身
の
命
に
も
関

わ
る
ة
険
な
行
為
。
協
ٞ
会

は「
重
ྔ
守
り
、
道
路
を
守

Ζ
う
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
Լ
、

取
り
組
み
へ
の
ਪ
進
と
協
ྗ

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

な
お
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
た「
特
घ

車
྆
通
行
確
認
制
度
」
ま
た

は
従
来
の「
特
घ
車
྆
通
行

ڐ
可
制
度
」
を
利
用
し
、
引

き
続
き
大
型
車
の
ద
正
な
通

行
に
౒
め
る
よ
う
求
め
て
い

る
。

加藤氏

青島氏

井林氏朝日氏

髙橋氏 草間氏

1�
݄
͸
ਪ
ਐ
݄
ؒ

େ
ܕ
ं
௨
ߦ
ద
ਖ਼
Խ

ؔ
東
஍
Ҭ
࿈
བྷ
協
ٞ
ձ

重
量
守
り
、道
路
を
守
ろ
う
。

ࢯେਉにҪྛަࠃ ୈ
̎
࣍
ߴ
ࢢ
վ
଄
಺
ֳ

ς
ー
ϧ
ή
ー
ト
Ϧ
ϑ
λ
ー
౳

ಋ
ೖ
౳
ࢧ
ԉ
̎
࣍
ެ
ื
で
ਃ
੥
Մ
ೳ

লަࠃ

தখトϥοΫ
͚޲ऀۀࣄ

11月27日まで
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ड़΂ ʢͨ̓໘ʹؔ࿈ʣɻ

７
月
の
第
１
回
検
౼
会
で

は
、
国
土
交
通
省
が「
ద
正

原
価
の
設
定
に
向
け
た
࿦

఺
」
を
示
し
た
。
前
ఏ
と
な

る
考
え
方
は
、「
自
ら
貨
物

を
運
Ϳ
場
合
や
、
ଞ
の
事
業

者
に
運
送
を
ҕ
ୗ
す
る
場
合

は
、『
ద
正
原
価
』を
Լ
回
ら

な
い
」と
い
う
も
の
だ
。

原
価
は
、
ᶃ
運
行
අ
、
ᶄ

全
࢈
業
平
均
賃
金
を
踏
ま

え
た
人
件
අ
、
ᶅ
減
価
償
٫

අ
、
ᶆ
༌
送
の
安
全
に
必
要

な
経
අ
、
ᶇ
ҕ
ୗ
手
数
ྉ
、

ᶈ
事
業
を
継
続
し
て
਱
行
す

る
た
め
の
ࢿ
ݯ
、
ᶉ
公
ે
公

課
、
ᶊ
そ
の
ଞ
、
事
業
の
ద

正
な
運
営
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
අ
用
Ổ
Ổ
な
ど
で
ߏ
成

さ
れ
る
。
実
際
の
運
賃
は
、

「
ద
正
原
価
」に「
ద
正
利
५
」

を
上
৐
せ
し
た
も
の
と
な
る
。

り「
原
価
」
で
あ
っ
て
、「
運

賃
」
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、

現
状
の
運
賃
ਫ
準
が
原
価
割

れ
し
て
い
る
こ
と
を
自
ら
ు

࿐
し
た
に
等
し
い
。
そ
の
運

賃
ਫ
準
で
事
業
が
成
り
ཱ
っ

て
い
た
背
景
に
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
௿
賃
金
と
長
時
間
労

働
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
善
す

る
の
が「
ద
正
化
二
法
」
な

の
だ
。

そ
の
఺
、
経
ஂ
࿈
は
ώ
ア

リ
ン
ά
で
、「
ՙ
主
の
支
෷

っ
た
運
賃
が
ド
ラ
イ
バ
ー
の

賃
金
に
ద
切
に
൓
ө
さ
れ
る

࢓
組
み
」
が
必
要
だ
と
し
、

そ
の
࢓
組
み
を「
事
業
ڐ
可

ߋ
新
制
」
に
࿈
動
さ
せ
る
べ

き
だ
と
し
た
。「
標
準
的
運

賃
」
か
ら「
ద
正
原
価
」
へ

の
Ҡ
行
の
意
ٛ
や
目
的
に
র

ら
せ
ば
、
的
を
ࣹ
た
見
ղ
と

い
え
る
。

（
෺
ྲྀ
δ
Ỿ
ồ
φ
Ϧ
ε
τ

৿
ా
෋
࢜
෉
）

ま
た
、
タ
リ
ϑ
を
示
す
の

で
は
な
く
、
૸
行
ڑ
཭
や
Ք

働
時
間
な
ど
の
イ
ン
プ
ッ
ト

か
ら
ࢉ
定
で
き
る
方
ࣜ
を
示

す
方
向
性
も
ଧ
ち
出
さ
れ

た
。
ࢉ
定
ࣜ
の
イ
メ
ー
δ

は
、
ద
正
原
価
ử
運
賃
原
価

（
時
間
当
た
り
ݻ
定
අ
ʷ
૯

Ք
働
時
間
ʴ
キ
ロ
当
た
り
ม

動
අ
ʷ
૯
૸
行
ڑ
཭
）
ʴ
ҕ

ୗ
手
数
ྉ（
ҕ
ୗ
手
数
ྉ
率

ʷ
༱
車
に
ҕ
ୗ
し
た
運
送
の

運
賃
原
価
）ɹ
ྉ
金
原
価（
時

間
当
た
り
ྉ
金
ʷ
૯
Ք
働
時

間
）
ʴ
೩
ྉ
α
ー
ν
Ỿ
ー
δ

（ợ
೩
ྉ
価
֨

ʵ

基
準
価
֨
Ụ

ʷ
࢖
用
ྔ
）
ʴ
実
අ
Ổ
Ổ
と

な
っ
て
い
る
。

༌
送
の
安
全
確
保
に
必
要

な
経
අ
に
つ
い
て
は
、
価
֨

ڝ
૪
に
よ
っ
て
્
害
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ಠ
ཱ

け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
安
全
確
保
に
欠

か
せ
な
い
අ
用（
೚
意
保
険
、

ド
ラ
レ
ί・σ
δ
タ
ί
な
ど
）

も
含
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
事

業
を
継
続
し
て
਱
行
す
る
た

め
に
必
要
な
౤
ࢿ
の
原
ࢿ
と

し
て
、
事
業
ڐ
可
基
準
を
継

続
的
に
ॆ
଍
す
る
た
め
の
౤

）ࢿ
人
ࡐ
確
保
・
ҭ
成
、
労

働
環
ڥ
改
善
、
̗
̘
̥
に
係

る
౤
ࢿ
な
ど
）を
見
込
む
。

೚
意
の
֦
ு
的
౤
ࢿ
は
対
象

と
し
な
い
。

８
月
の
第
２
回
検
౼
会
で

は
関
係
者
ώ
ア
リ
ン
ά
が
行

わ
れ
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
全
日
本
運
༌
࢈
業
労
働

組
合
࿈
合
会
、
日
本
঎
޻
会

ٞ
所
、全
国
঎
޻
会
࿈
合
会
、

全
国
೶
業
協
同
組
合
中
ԝ

会
、
出
൛
จ
化
࢈
業
ৼ
ڵ
ࡒ

ஂ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
ड़

べ
た
。
ま
た
、
国
交
省
か
ら

は「
ద
正
原
価
の
設
定
に
向

け
た
ݸ
別
࿦
఺
の
検
౼
ᶃ
」

が
આ
明
さ
れ
た
。

10
月
１
日
の
第
３
回
検
౼

会
で
は
、
全
国
通
運
࿈
ໍ
、

全
国
交
通
運
༌
労
働
組
合
૯

࿈
合
、
日
本
経
ࡁ
ஂ
体
࿈
合

会
、
全
国
中
খ
企
業
ஂ
体
中

ԝ
会
、
日
本
新
聞
協
会
が
意

見
を
ड़
べ
た
。

こ
れ
に
先
ཱ
ち
９
月
28
日

に
は
、
日
本
新
聞
協
会
や
日

本
ࡶ
ࢽ
協
会
、
日
本
出
൛
取

次
協
会
な
ど
の
出
൛
・
新
聞

関
࿈
７
ஂ
体
が
、
高
市
早
බ

ट
૬
Ѽ
て
に「
ద
正
原
価
」

の
段
階
的
導
ೖ
を
求
め
る

要
๬
ॻ
を
ఏ
出
し
た
。「
ద

正
原
価
」
の
導
ೖ
に
༛
༧
期

間
を
設
け
、
段
階
的
に
進
め

て
΄
し
い
と
い
う
要
๬
で
あ

る
。
段
階
を
踏
ま
ず
に
導
ೖ

す
れ
ば
、
物
価
高
を
ট
き
、

ࠞ
ཚ
を
来
す
ݒ
೦
が
あ
る
と

し
て
い
る
。

「
ద
正
原
価
」
は
จ
ࣈ
通

し
た
要
ૉ
と
し
て
ѻ
う
。
関

係
法
令
の
遵
守
に
必
要
な
අ

用（
఺
検
・
車
検
අ
、
ߨ
श

අ
用
な
ど
）に
加
え
、
法
令

上
全
て
の
事
業
者
に
ٛ
務
付

「適正原価」は運賃ではなく原価

「物価高懸念」は原価割れの証拠

「
適
正
原
価
」
に
各
方
面
か
ら
意
見

と
。̔
೥
９
月
̍
日
以
߱
に
、

౎
ಓ
෎
ݝ
公
҆
ҕ
һ
会
ࢦ
ఆ

の
ࣗ
ಈ
ं
ڭ
श
ॴ
΁
ೖ
ߍ
ਃ

し
ࠐ
み
を
ߦ
い
、
10
೥
２
月

ùĀ
日
ま
で
に
対
象
໔
ڐ
を
औ

ಘ
し
て
い
る
者
。
ま
た
、
໔

ڐ
औ
ಘ
අ
༻
を
会
һ
ࣄ
ۀ
者

が
ෛ
୲
し
て
い
る
こ
と（
ޱ

࠲
ৼ
ࠐ
に
Α
る
支
෷
い
の
み

対
象
）

˜
対
象
໔
ڐ
ử
େ
ܕ
、
த

）ܕ
̔
Ἁ
ݶ
ఆ
解
আ
を
ؚ

Ή
）、४
த
）ܕ
̑
Ἁ
ݶ
ఆ
解

আ
を
ؚ
Ή
）、େ
ܕ
ಛ
घ
、͚

Μ
Ҿ
໔
ڐ
औ
ಘ
の
ڭ
श
අ
༻

˜
ॿ
੒
ֹ
ử
ڭ
श
අ
༻

（
੫
ൈ
）の
２
෼
の
（̍
ڭ
श

࣌
ؒ
௒
ա
に
Α
る
Ԇ
長
ྉ
ۚ

な
ど
を
আ
く
）

な
お
、
ຊ
ࣄ
ۀ
は
東
ト
協

に
Α
る「
ঁ
ੑ
・
உ
ੑ
ド
ラ

東
ژ
౎
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ਓ
ࡐ
֬
อ
を
໨
త
に
、
東

ژ
し
͝
と
ࡒ
ஂ
の
ॿ
੒
を

׆
༻
し
た「
ۀ
ք
ผ
ਓ
ࡐ
֬

อ
ス
ト
ラ
テ
δ
ー
ଅ
ਐ
ࣄ

）ۀ
ӡ
స
໔
ڐ
औ

ಘ
支
ԉ
）」を
実
施

す
る
。
会
һ
ࣄ
ۀ

者
が
ै
ۀ
һ
の
ӡ

స
໔
ڐ
औ
ಘ
に
ཁ

し
た
අ
༻
の
Ұ
部

を
ॿ
੒
す
る
も
の

で
、
࿑
ಇ
ྗ
֬
อ

対
ࡦ
の
Ұ
؀
と
し

て
、
東
ژ
し
͝
と

ࡒ
ஂ
͔
ら
の
ॿ
੒

を
ड
͚
、
こ
れ
ま

イ
バ
ー
໔
ڐ
औ
ಘ
ॿ
੒
」
と

の
ซ
༻
が
Մ
ೳ
。
உ
ੑ
ử
େ

ܕ
・
த
ܕ
・
४
த
ܕ
ʗ
̑
ສ

ԁ
、
த
ܕ
̔
Ἁ
ݶ
ఆ
解
আ
・

४
த
ܕ
̑
Ἁ
ݶ
ఆ
解
আ
ʗ
３

ສ
ԁ
。ঁ
ੑ
ử
ڭ
श
අ
༻（
੫

ൈ
）の
３
෼
の
２
。

Ұ
ํ
、
શ
日
ຊ
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
Α
る「
ए
೥
ド
ラ
イ

バ
ー
౳
֬
อ
の
た
め
の
ӡ
స

໔
ڐ
औ
ಘ
支
ԉ
ࣄ
ۀ
」
と
の

ซ
༻
は
で
き
な
い
。た
だ
し
、

東
ト
協
の「
ঁ
ੑ
ド
ラ
イ
バ

ー
໔
ڐ
औ
ಘ
ॿ
੒
」
と
ซ
༻

し
た
場
߹
、
ॿ
੒
ۚ
ֹ
が
औ

ಘ
අ
༻
を
௒
͑
た
࣌
は
、
ಉ

ॿ
੒
の
ॿ
੒
ֹ
を
ݮ
ֹ
す
る
。

˜
ਃ
し
ࠐ
み
・
໰
い
߹
Θ

ͤ
ઌ
ử
東
ト
協
ۀ
຿
部
ަ

௨
・
؀
ڥ
（̜
ὸ
̌
３
・
３

３
̑
９
・
̒
２
̑
̓
）

で
も
ॿ
੒
を
実
施
し
て
き
た
。

ࣄ
ۀ
ظ
ؒ
は
ྩ
࿨
10
೥
２

月
ùĀ
日
ま
で（
༧
ࢉ
ֹ
に
ୡ

し
࣍
第
、ड
෇
ऴ
ྃ
）。

ॿ
੒
内
༰
の
֓
ཁ
は
࣍
の

௨
り
。

˜
対
象
ࣄ
ۀ
者
ử
東
ト
協

会
һ
で
、
会
අ
の
଺
ೲ
が
な

い
த
小
ࣄ
ۀ
者（
ᶃ
ࢿ
ຊ
ۚ

の
ֹ
ま
た
は
出
ࢿ
の
૯
ֹ
が

３
ԯ
ԁ
以
下
、
ᶄ
ৗ
࣌
࢖
༻

す
る
ै
ۀ
һ
਺
が
３
̌
̌
ਓ

以
下
の
会
ࣾ
・
ݸ
ਓ
の
い
ͣ

れ
͔
に
֘
౰
）

˜
対
象
ド
ラ
イ
バ
ー
ử
౎

内
の
会
һ
ࣄ
ۀ
ॴ
に
ࡏ
੶

し
、
ࣄ
ۀ
༻
՟
෺
ࣗ
ಈ
ं
の

ӡ
స
に
ै
ࣄ
し
て
い
る
こ

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
・

日
本
貨
物
運
送
協
同
組
合
࿈

合
会
の
求
ՙ
求
車
৘
報
ω
ッ

ト
ワ
ー
ク
̬
̴
̱
̠
̞
̩
の

成
約
運
賃
指
数
に
よ
る

と
、
令
和
８
年
８
月
の

指
数
は
１
４
３
で
、
前

月
比
６
⻲
増
加
、
前
年

同
月
比
増
減
な
し
と
横
ば
い

だ
っ
た
。

ՙ
物
৘
報（
求
車
）
ొ
録

件
数
は
14
ສ
５
０
６
６
件

で
、
前
年
同
月
比
２
・
０
％

増
加
。
成
約
率
は
13
・
３
％

で
同
０
・
７
⻲
減
少
し
た
。

ް
生
労
働
省
・
中

খ
企
業
庁
・
公
正
取

引
ҕ
һ
会
は
、
11
月

を「『
し
わ
د
せ
』防

止
キ
Ỿ
ン
ϖ
ー
ン
月

間
」
と
位
置
付
け
、

し
わ
د
せ
防
止
に
向

け
た
ू
中
的
な
周
知
・
啓
発

の
取
り
組
み
を
行
う
。

大
企
業
・
ҕ
ୗ
事
業
者
に

よ
る
働
き
方
改
ֵ
に
൐
う
長

時
間
労
働
の
࡟
減
な
ど
の
取

り
組
み
が
、
取
引
先
の
中
খ

事
業
者
に
対
し
、
ద
正
な
ί

ス
ト
ෛ
୲
を
൐
わ
な
い
୹
ೲ

期
発
஫
、
ස
ൟ
な
࢓
༷
ม
ߋ

な
ど
の「
し
わ
د
せ
」
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ް
労
省
・
中

企
庁
・
公
取
ҕ
は
、大
企
業
・

ҕ
ୗ
事
業
者
と
取
引
先
の
中

খ
事
業
者
は
共
存
共
ӫ
で
あ

る
と
い
う
認

ࣝ
を
持
つ
よ

う
働
き
か
け
、
ద
正
な
ί
ス

ト
ෛ
୲
を
൐
わ
な
い
୹
ೲ
期

発
஫
や
ස
ൟ
な
࢓
༷
ม
ߋ
な

ど
を
防
止
す
る
た
め
、
ް
労

省
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
に「『
し

わ
د
せ
』防
止
特
設
α
イ
ト
」

を
設
置
。
取
り
組
む
べ
き
内

༰
や
関
࿈
ࢿ
ྉ
・
̥
Ｒ
動
画

を
ܝ
ࡌ
し
、事
業
者
に
Ӿ
ཡ・

活
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ࠃ
౔
ަ
௨
ল
の

「
த
小
෺
ྲྀ
ࣄ
ۀ
者

の
࿑
ಇ
生
࢈
ੑ
޲
্

ࣄ
ۀ
අ
ิ
ॿ
（ۚ
ڞ

ಉ
༌
配
ૹ
や
ؼ
り
ՙ

֬
อ
౳
の
た
め
の
෺

ྲྀ
σ
ー
タ
連
ܞ
ଅ
ਐ

支
ԉ
ࣄ
ۀ
）」
に
つ

い
て
、
෺
ྲྀ
σ
ー
タ

連
ܞ
ଅ
ਐ
支
ԉ
ࣄ
຿

）ہ
日
ຊ
ೳ
཰
協
会

ί
ン
α
ル
テ
ィ
ン
ά

ʗ
̟
̢
̖
̘
）は
４

࣍
公
ื
を
開
࢝
し
て

い
る
。
ਃ
੥
は
10
月

ùú
日
午
後
̑
࣌
ま
で

（
ඞ
ண
）。

ಉ
ࣄ
ۀ
は
、「
෺
ྲྀ
৘
ใ

ඪ
४
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
׆

༻
し
、
ڞ
ಉ
༌
配
ૹ
や
ؼ
り

ՙ
の
֬
อ
、
อ
؅
・
༌
ૹ
ܦ

࿏
の
࠷
ద
Խ
な
ど
に
Α
る
෺

ྲྀ
ޮ
཰
Խ
を
支
ԉ
す
る
も

の
。
ෳ
਺
の
ՙ
ओ
ا
ۀ
や
෺

ྲྀ
ࣄ
ۀ
者
、
෺
ྲྀ
ι
Ϧ
ュ
ー

シ
ἀ
ン
ఏ
ڙ
者
な
ど
が
連
ܞ

し
て「
෺
ྲྀ
・
঎
ྲྀ
৘
ใ
の

オ
ー
プ
ン
プ
ラ
ッ
ト
ϑ
Ỽ
ー

ム
」
の
ߏ
ங
・
ӡ
Ӧ
を
ߦ
͏

ࣄ
ۀ
を
対
象
と
し
て
い
る
。

ิ
ॿ
対
象
は
、
෺
ྲྀ
ࣄ
ۀ

者
や
ՙ
ओ
ا
ۀ
な
ど
で
ߏ
੒

す
る
協
ٞ
会
。
ਃ
੥
に
は
ՙ

ओ
ا
ۀ
２
ࣾ
以
্
の
参
ը
が

ඞ
ਢ
。
ิ
ॿ
཰
は
対
象
ܦ
අ

の
２
෼
の
̍
以
内
で
、
̍
協

ٞ
会
౰
た
り
の
ิ
ॿ
্
ݶ
ֹ

は
４
̌
̌
̌
ສ
ԁ
。
ࣄ
ۀ
実

施
ظ
ؒ
は
ަ
෇
ܾ
ఆ
日
͔
ら

ྩ
࿨
９
೥
２
月
1Ā
日
ま
で
。

ਃ
੥
は
ॴ
ఆ
の
ਃ
੥
ॻ
ྨ
を

࡞
੒
の
্
、
メ
ー
ル
で
ड
͚

෇
͚
る
。
༣
ૹ
や
̛
̖
̭
に

Α
る
ਃ
੥
は
ड
͚
෇
͚
て
い

な
い
。

ิ
ॿ
対
象
ܦ
අ
に
は
、
෺

ྲྀ
৘
ใ
ඪ
४
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
४
ڌ
し
た
シ
ス
テ
ム
の
ಋ

ೖ・վ
म
、ク
ラ
ウ
ド
α
ー
Ϗ

ス
ར
༻
ྉ
の
΄
͔
、
ڞ
ಉ
෺

ྲྀ
ӡ
௞
や
ڞ
ಉ
૔
ݿ
ར
༻
ྉ

な
ど
、
ڞ
ಉ
෺
ྲྀ
の
実
施
に

ඞ
ཁ
な
අ
༻
が
ؚ
ま
れ
る
。

ま
た
、
ࣄ
ۀ
の
੒
Ռ
と
し

て
、
ੵ
ࡌ
཰
޲
্
や
ト
ラ
ッ

ク
୆
਺
࡟
ݮ
、
࡞
ۀ
࣌
ؒ
࡟

ݮ
、
̘
̤
２
ഉ
出
ྔ
࡟
ݮ
な

ど
の
໨
ඪ（
̠
Ｐ
̞
）

ઃ
ఆ
と
、
ͦ
の
ޮ
Ռ
を

ݕ
ূ
す
る
実
ূ
ࣄ
ۀ
の
実
施

が
ٻ
め
ら
れ
る
。

࠾
୒
に
あ
た
っ
て
は
、
ิ

ॿ
ࣄ
ۀ
の
໨
త
と
の
ద
߹
ੑ

を
は
じ
め
、
෺
ྲྀ
৘
ใ
ඪ
४

Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
΁
の
४
ڌ
ঢ়

況
や
த
小
෺
ྲྀ
ࣄ
ۀ
者
の
࿑

ಇ
生
࢈
ੑ
޲
্
΁
の
د
༩
、

౰
֘
ิ
ॿ
ࣄ
ۀ
の
ܧ
ଓ
ੑ
、

අ
༻
対
ޮ
Ռ
な
ど
を
૯
߹
త

に
৹
ࠪ
す
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ࠃ
ަ
ল
ಛ
ઃ
α

イ
ト「
ڞ
ಉ
༌
配
ૹ
や
ؼ
り

ՙ
֬
อ
౳
の
た
め
の
෺
ྲྀ
σ

ー
タ
連
ܞ
ଅ
ਐ
支
ԉ
ࣄ
ۀ
」

を
参
র
。

˜
໰
い
߹
Θ
ͤ
ઌ
ử
෺
ྲྀ

σ
ー
タ
連
ܞ
ଅ
ਐ
支
ԉ
ࣄ
຿

）ہ
̟
̢
̖
̘
）、メ
ー
ル
⽅

E
B
UB
SF
O
L
F
J�KJH

Z
P

ù0ù6!
KN
BD�DP�KQ

ڭ
श
අ
༻
̎
෼
ͷ
̍
Λ
ॿ
੒

の̐࣍ެืۀࣄܞল෺ྲྀσʔλ࿈ަࠃ

運
௞
ࢦ
਺

̬
̴
̱
̠
̞
̩

８
月
は
１
４
３
に

前
年
比
増
減
な
し

શ τ ڠ
೔՟ڠ࿈

ڞ
ಉ
༌
഑
ૹ
΍
ؼ
Γ
ՙ
֬
อ
Λ
ࢧ
ԉ

��೥݄̎��೔·Ͱ࣮ࢪ

��
݄
͸「
͠
Θ
د
ͤ
」๷
ࢭ
Ω
Ỿ
ϯ
ϖ
ồ
ϯ
݄
ؒ

ް࿑লɾதاிɾ公取委

౦
ژ
͠
͝
ͱ
ࡒ
ஂ
ҕ
ୗ

東
ト
協
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ừ
඼
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
੖
ւ
ί
ン
テ
φ
༌
送
ג

ࣜ
会
社
ử
品
川
区
ീ
ை
２
の

９
঎
ધ
ࡾ
Ҫ
第
一
物
ྲྀ
セ
ン

タ
ー
２
階
˜
ὸ
03
・
５
７
５

５
・
９
３
３
０
˜
一
般
貨

物
運
送（
ඃ
け
ん
引
車
８
୆
、

け
ん
引
車
８
୆
）

ừ
໨
ࠇ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
ケ
ト
ル
ử
目

ࠇ
区
目
ࠇ
本
ொ
５
の
24
の
10

˜
ὸ
03
・
３
７
１
３
・
８
１

２
２
˜
一
般
貨
物
運
送（
ී

通
車
９
୆
）

ừ
୆
౦
ࢧ
෦
Ử

◆
有
限
会
社
シ
ー
エ
ル
エ

Ϝ
ử
ߥ
川
区
੢
日
฻
里
６
の

65
の
１
˜
ὸ
03・３
８
１
９・

４
０
０
７
˜
一
般
貨
物
運
送

（
ී
通
車
35
୆
）

ừ
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
Ử

◆
有
限
会
社
ੁ
ᖒ
঎
事
ử

ߐ
ށ
川
区
中
ᷤ
੢
１
の
11
の

øý
೔

引
ӽ
ઐ
໳
部
会
引
ӽ

管
理
者
ߨ
श
˜
重
ྔ
品
ઐ

໳
部
会
ҕ
һ
会
˜
ւ
上
ί

ン
テ
φ
ઐ
໳
部
会
໾
һ
会

˜
関
東
・
ߕ
৴
ӽ
重
ྔ

部
会
ਝ
଎
化（
ト
ラ
ッ
ク
）

ワ
ー
キ
ン
ά
ά
ル
ー
プ
˜

第
26
期
物
ྲྀ
経
営
࢜
課
程

म
ྃ
ࣜ
˜
同
記
೦
パ
ー
テ

øý
೔
 

13
時
30
分
ử
健
康

管
理
セ
ϛ
φ
ー（
東
ト
૯

合
会
ؗ
）

øþ
೔
​

８
時
30
分
ử
本
部

ू
ஂ
健
਍（
東
ト
૯
合
会

ؗ
～
18
日
）

øĀ
೔
 

10
時
ử
東
ト
協
パ

ι
ί
ン
セ
ϛ
φ
ー（
東
ト

૯
合
会
ؗ
～
23
日
）
˝
13

時
ử
ঁ
性
部
正
෭
本
部

長
会
（ٞ
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

˝
13
時
45
分
ử
同
૯
務
ҕ

һ
会（
同
）
˝
14
時
30
分

ử
同
װ
事
会（
同
）
˝
16

時
ử
ࡾ
組
৫
࿈
བྷ
会（
同
）

ù÷
೔
 

۝
都
ݝ
市
合
同
防

災
܇
࿅（
川
崎
市
）
˝
10

ừ
̕
݄
øý
Ỗ
ú÷
೔
Ử

ừ
ø÷
݄
øý
Ỗ
úø
೔
Ử

時
ử
引
ӽ
ઐ
໳
部
会
引
ӽ

管
理
者
ߨ
श（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）

ùø
೔
 

15
時
ử
正
෭
会
長

会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
ʗ
̬

̴
̱
ซ
用
）

ùù
೔
 

９
時
・
13
時
30
分

ử
ී
通
ٹ
命
ߨ
श（
࢛
谷

消
防
署
～
23
日
）

ùû
೔
​

９
時
ử
初
೚
運
転

者
特
別
ߨ
श（
東
ト
૯
合

会
ؗ
）

ùý
೔
 

13
時
30
分
ử
ద
正

化
事
業
指
導
ҕ
һ
会（
東

ト
૯
合
会
ؗ
）
˝
14
時
ử

ト
ラ
ッ
ク
ϑ
ỻ
ス
タ
̩
̤

̠
̮
̤
２
０
２
６
に
係
る

支
部
報
告
会
・
ワ
ー
キ

ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
（ٞ
東

ト
૯
合
会
ؗ
ʗ
̬
̴
̱
ซ

用
）
˝
15
時
ử
重
ྔ
品
ઐ

໳
部
会
経
営
者
ݚ
म
会

（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

ùĀ
೔
 

14
時
ử
出
൛
・
ҹ

࡮
・
੡
本
・
取
次
ઐ
໳
部

会
出
൛
物
関
係
༌
送
࠙
ஊ

会（
東
ト
૯
合
会
ؗ
）

14
˜
ὸ
03
・
３
６
８
６
・
７

７
５
２
˜
一
般
貨
物
運
送

（
ී
通
車
５
୆
）

ừ
଍
ཱ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
̢
ˍ
̨
̛

̪
̨
̞
̤
̣
ử
࡛
ۄ
ݝ
川
ޱ

市
安
行
ྖ
Ո
９
９
８
˜
ὸ
０

４
８
・
４
４
６
・
９
４
１
８

˜
一
般
貨
物
運
送（
ී
通
車

２
୆
、খ
型
車
４
୆
）、利
用

運
送◆

ג
ࣜ
会
社
イ
ー
ロ
δ
ử

࡛
ۄ
ݝ
૲
加
市
֟
໦
ொ
ࣈ
ُ

２
９
７
の
２
˜
ὸ
０
４
８
・

９
３
５
・
０
０
３
９
˜
一

般
貨
物
運
送（
ී
通
車
36
୆
、

খ
型
車
１
୆
）、利
用
運
送

ừ
ଟ
ຎ
ࢧ
෦
Ử

◆
ג
ࣜ
会
社
̸
͂
̴
͇

̿
́
̴
͂
͂
ử
ീ
Ԧ
ࢠ
市
࢛

谷
ொ
７
２
１
の
３
Ϡ
マ
ト
ハ

イ
Ϝ
２
０
１
˜
ὸ
０
４
２
・

６
８
６
・
２
４
６
６
˜
一
般

貨
物
運
送（
ී
通
車
11
୆
）、

利
用
運
送

ỹ
ー

1�
೔

۝
都
ݝ
市
合
同
防
災

܇
࿅（
૬
模
原
市
）
˜
ロ

δ
ݚ
ݚ
म
ҕ
һ
会
正
෭
ҕ

һ
長
会
ٞ

ùû
೔

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
街
頭
指
導
活
動「
統

一
実
施
日
」

��
೔

鉄
߯
ઐ
໳
部
会
安
全

環
ڥ
ҕ
һ
会
˜
੨
年
部
װ

事
会

ùÿ
೔

物
ྲྀ
政
策
ҕ
һ
会

ùĀ
೔

ロ
δ
ݚ
ւ
外
交
ྲྀ
ҕ

һ
会
˜
同
セ
ϛ
φ
ー

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
物

ྲྀ
政
策
ҕ
һ
会（
ҕ
һ
長
・

原
ౡ
౻
ᆹ
෭
会
長
）は
９
月

28
日
、
東
ト
૯
合
会
ؗ
で
令

和
８
年
度
第
１
回
ҕ
һ
会

（
̬
̴
̱
ซ
用
）を
開
࠵
し
、

ҕ
һ
会
の
事
業
内
༰
や
ࠓ
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
৹
ٞ
す

る
と
と
も
に
、
ற
車
問
題
検

౼
খ
ҕ
һ
会
の
設
置
を
ঝ
認

し
た
。

ࠓ
回
は
、８
・
９
年
度
の

新
೚
・
࠶
೚
ҕ
һ
に
よ
る
初

の
ҕ
һ
会
で
、
ҕ
һ
長
に
は

原
ౡ
෭
会
長
が
ब
೚
。
෭
ҕ

һ
長
に
は
ҕ
һ
長
の
指
໊
に

よ
り
、Լ
川
）ޛ
中
ԝ
支
部
）・
が
期
待
さ
れ
る
」
と
し
た
上

で
、
東
ト
協
の「
ト
ラ
ッ
ク

ద
正
化
二
法
特
別
ҕ
һ
会
」

中
ౡ
ल
治（
多
ຎ

支
部
）の
྆
ࢯ
を

બ
೚
し
た
。

๯
頭
、
原
ౡ
ҕ

һ
長
が
、
ҕ
һ
会

で
は
ற
車
対
策
、

労
働
環
ڥ
、
ద
正

運
賃
・
ྉ
金
ऩ
受

を
中
心
に
検
౼
し

て
い
る
と
આ
明
。

ద
正
化
二
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て

は
、「
ద
正
原
価
や

事
業
ڐ
可
の
ߋ
新

制
に
よ
り
、
ト
ラ

ッ
ク
運
賃
の
上
ঢ

と
も
࿈
ܞ
し
、
関
࿈
৘
報
を

共
有
・
ల
開
し
て
い
く
考
え

を
示
し
た
。

ٞ
事
で
は
、
物
ྲྀ
政
策
ҕ

һ
会
の
事
業
内
༰
に
つ
い

て
、
労
働
ྗ
確
保
対
策
、
ற

車
規
制
見
௚
し
の
ਪ
進
、
ト

ラ
ッ
ク
ద
正
化
二
法
へ
の
対

応
Ổ
Ổ
な
ど
の
現
状
を
報
告
。

労
働
ྗ
確
保
対
策
で
は
、

ঁ
性
・
உ
性
ド
ラ
イ
バ
ー
໔

ڐ
取
ಘ
ॿ
成
状
گ
、「
働
き

や
す
い
職
場
認
ূ
制
度
」
取

ಘ
促
進
ॿ
成
の
ਃ
請
状
گ

や
、「
外
国
人
特
定
ٕ
能
制

度
に
関
す
る
આ
明
会
」「
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
界
セ
ϛ
φ
ー
」

（
ผ
ܝ
ࢀ
র
）の
開
࠵
な
ど
、

取
り
組
み
を
આ
明
し
た
。
ま

た
、「
業
界
別
人
ࡐ
確
保
ス

ト
ラ
テ
δ
ー
促
進
事
業
」（
̏

໘
ࢀ
র
）、「
ঁ
性
活
༂
の
た

め
の
施
設
整
備
ॿ
成
金
」
に

つ
い
て
も
঺
介
し
た
。

ற
車
規
制
の
見
௚
し
で

は
、
ܯ
ࢹ
庁
交
通
部
へ
の
要

๬
の
結
果
、「
貨
物
ू
഑
中

の
車
྆
に
係
る
ற
車
規
制

の
見
௚
し
」
と
し
て
、
７
年

度
に
42
か
所
の
ற
車
ス
ϖ
ー

ス
を
増
設
。
東
京
都
貨
物
車

ற
車
ス
ϖ
ー
ス
事
業
に
つ
い

て
、
利
用
状
گ
調
査
の
結
果

を
報
告
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

取
り
組
み
を
継
続
す
る
た

め
、
ற
車
問
題
検
౼
খ
ҕ
һ

会
の
設
置
に
つ
い
て
৹
ٞ
・

ঝ
認
。
খ
ҕ
һ
会
の
ҕ
һ
長

に
は
Լ
川
෭
ҕ
һ
長
を
બ
೚

し
た
΄
か
、
原
ౡ
ҕ
һ
長
と

中
ౡ
෭
ҕ
һ
長
が
ҕ
һ
を
務

め
る
。
ࠓ
年
度
も
ற
車
規
制

の
見
௚
し
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
要
๬

活
動
を
ల
開
す
る
。

ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化
二
法
へ

の
対
応
で
は
、
東
ト
協
ϗ
ー

Ϝ
ϖ
ー
δ
に「
ト
ラ
ッ
ク
ద

正
化
二
法（
政
策
ࢿ
ྉ
）」の

ί
ン
テ
ン
ツ
を
新
設
。
会
һ

事
業
者
に
最
新
৘
報
を
ఏ
ڙ

す
る
と
と
も
に
、
会
һ
限
定

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
10
月
１
日
）

࠾
用
ử
ࡒ
務
部
交
付
金
会

計
ά
ル
ー
プ
係
һ
、
∁
橋
୎

࢙
˜
૯
務
部
૯
務
・
支
部
支

ԉ
ά
ル
ー
プ
係
һ
、
౉
ᬒ
在

ӳ

で
事
業
者
か
ら
の
࣭
問
を
受

け
付
け
、回
౴
を「
̦
ˍ
̖
」

と
し
て
公
開
す
る
な
ど
、
৘

報
共
有
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
ࠓ
年
度
新
た
に
設

置
し
た
東
ト
協
の
ト
ラ
ッ
ク

ద
正
化
二
法
特
別
ҕ
һ
会

や
、
国
土
交
通
省
の
第
２
回

「
ద
正
原
価
の
設
定
に
向
け

た
有
ࣝ
者
検
౼
会
」
に
つ
い

て
報
告
す
る
と
と
も
に
、
検

౼
が
進
め
ら
れ
て
い
る
ڐ
可

ߋ
新
制
度
の
導
ೖ
に
つ
い

て
、
最
新
の
状
گ
を
આ
明
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
֤
支
部

に
対
し
て
実
施
す
る「
ڐ
可

ߋ
新
制
の
導
ೖ
に
൐
う
５
྆

未
満
事
業
者
の
存
続
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
支
部
向

け
）」（
案
）に
つ
い
て
৹
ٞ

し
、ঝ
認
し
た
。

そ
の
΄
か
、
ट
都
高
଎
道

路
ྉ
金
の
஋
上
͛
に
つ
い
て

状
گ
を
આ
明
し
、
֤
支
部
を

通
じ
て
会
һ
事
業
者
へ
৘
報

ఏ
ڙ
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

東
ト
協
ロ
δ
ス
テ
ỹ
ク
ス

ݚ
ڀ
会（
大
ౡ
໻
一
本
部
長
）

は
９
月
29
日
、
東
ト
૯
合
会

ؗ
で
令
和
８
年
度
第
１
回
セ

ϛ
φ
ー
を
開
࠵
し
、
ࡾ
組
৫

メ
ン
バ
ー
が
ࢀ
加
し
た
。

๯
頭
、大
ౡ
本
部
長
は「
ロ

δ
ݚ
だ
け
で
な
く
、੨
年
部・

ঁ
性
部
の
メ
ン
バ
ー
も
ࢀ
加

す
る
の
で
、
達
成
ײ
を
ಘ
ら

れ
る
ݚ
म
の
場
と
し
た
い
。

５
年
後
も
স
っ
て
い
ら
れ
る

未
来
の
た
め
に
、
年
齢
や
ཱ

東
ト
協
は
９

月
24
日
、
ौ
谷

区
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
ौ
谷
外
部

会
ٞ
ࣨ
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
ौ

谷
と
の
共
࠵
に

よ
る「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
セ

ϛ
φ
ー
」
を
開

࠵
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
の
事
前

༧
約
者
や
当
日

ࢀ
加
者
な
ど
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
関
心

を
持
つ
求
職
者
が
多
数
ࢀ

加
。
ߨ
ࢣ
と
し
て
、
東
ト
協

場
に
か
か
わ
ら
ず
、
ࠓ
で
き

る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
΄
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

セ
ϛ
φ
ー
で
は
、
̥
̰
ͅ

̸
͂
̼
代
ද
で
物
ྲྀ
δ
Ỿ
ー

φ
リ
ス
ト
の
ࡔ
田
良
平
ࢯ

が「『
５
年
後
に
օ
で
স
お

う
ʂ
』
運
送
Ϗ
δ
ω
ス
の
改

善
と
ม
ֵ
の
た
め
の
ア
イ
σ

ア
共
૑
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

と
題
し
、̬
̾
́
̻
̳
̘
̰

̵
̴
方
ࣜ
に
よ
る
ά
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
実
施
。
意
見
を
൱

業
務
部
の
山
ޱ
༟
介
次
長
が

ొ
ஃ
し
た
。

๯
頭
、
山
ޱ
次
長
は
東
ト

協
の
֓
要
を
঺
介
し
た
後
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
が
ど
の

よ
う
な
業
界
な
の
か
を
આ

明
。
྘
φ

ン
バ
ー
と

ന
φ
ン
バ
ー
の
ҧ
い
、中・

長
ڑ
཭
༌
送
や
ル
ー
ト
഑

送
な
ど
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送

の
۩
体
的
な
࢓
事
内
༰
を

঺
介
し
た
。
ま
た
、
近
年

の
物
ྲྀ
ޮ
率
化
法
、
取
ద

法
、
ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化
二

法
の
法
改
正
な
ど
に
も
৮

れ
、国
が
業
界
の
ద
正
化・

ޮ
率
化
を
後
ԡ
し
し
て
い

る
現
状
を
ղ
આ
し
た
。

最
後
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
࢓
事
に
つ
い

て
、
未
経
ݧ
者
や
ঁ
性
、
中

高
年
で
も
௅
ઓ
で
き
る
職
業

で
あ
る
こ
と
を
આ
明
。
運
転

ٕ
ज़
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま

で
ഓ
っ
て
き
た
社
会
人
経
ݧ

や
੹
೚
ײ
な
ど
も
生
か
せ
る

࢓
事
だ
と
強
調
し
た
。
そ
の

上
で
、
自
分
の
ر
๬
や
ラ
イ

ϑ
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
会
社

を
બ
Ϳ
た
め
に
は
、
֤
社
の

ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
な
ど
で
経
営

方
਑
や
安
全
へ
の
取
り
組
み

を
確
認
す
る
こ
と
が
重
要

で
、
௅
ઓ
で
き
る
職
業
の
一

つ
と
し
て
検
౼
し
て
΄
し
い

と
呼
び
か
け
た
。

定
せ
ず
、
ޓ
い
に
尊
重
し
合

う
場
で
、
少
人
数
の
ά
ル
ー

プ
で
対
࿩
を
重
Ͷ
、
メ
ン
バ

ー
を
ೖ
れ
ସ
え
な
が
ら
意
見

を
ਂ
め
る
方
ࣜ
で
、
ࢀ
加
者

は
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

ࡔ
田
ࢯ
は
ま
ず
、「
な
ͥ

ࠓ
、
運
送
会
社
は
改
善
・
ม

ֵ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
」
と

題
し
て
ߨ
ԋ
。
受

け
身
に
な
ら
͟
る

を
ಘ
な
い
運
送
会

社
が
๊
え
る
不
安

を
指
ఠ
し
、
業
界

が
大
き
く
ม
化
す

る
ہ
面
に
あ
る
ࠓ

こ
そ
、
運
送
会
社

に
も
ม
化
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
強

調
し
た
。
ま
た
、

１
人
や
１
社
だ
け
で
ม
化
を

生
み
出
す
こ
と
は
೉
し
く
、

஥
間
と
知
恵
を
出
し
合
う
こ

と
が
重
要
だ
と
ड़
べ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

ࢀ
加
者
が
５
つ
の
ά
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、「
運
送
Ϗ
δ
ω

ス
を
ม
ֵ
す
る
た
め
の
ア
イ

σ
ア
」を
付
せ
ん
に
記
ೖ
し
、

Ϙ
ー
ド
に
ష
付
。
֤
ά
ル
ー

プ
で
σ
ỹ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
、
新
た
な
ࢹ
఺
に
৮
れ

る
こ
と
で
、
ア
イ
σ
ア
の
実

現
に
向
け
て
ຏ
き
上
͛
た
。

「
ト
ラ
ッ
ク
に
運
賃
メ
ー
タ

ー
を
つ
け
る
」「
ド
ラ
イ
バ
ー

の
ラ
イ
セ
ン
ス
制
度
の
૑

設
」
な
ど
、
Ϣ
χ
ー
ク
な
ఏ

案
も
行
わ
れ
た
。

最
後
に
ࡔ
田
ࢯ
は
、「
ア

イ
σ
ア
は
す
ぐ
に
実
現
す
る

も
の
で
は
な
く
、
い
ず
れ
Ֆ

を
࡙
か
せ
る『
種
』
の
よ
う

な
も
の
」
と
આ
明
。
先
進
的

な
改
善
・
ม
ֵ
の
事
例
を
঺

介
し
、
生
き
残
る
た
め
に
ม

化
・
進
化
を
続
け
る
よ
う
呼

び
か
け
、
セ
ϛ
φ
ー
を
క
め

く
く
っ
た
。

ౡҕһ௕ݪ
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ル
し
た
。

ま
た
、
品
川
支
部（
ੴ
川

康
司
支
部
長
）で
は
品
川
ܯ

࡯
署
と
協
ྗ
し
、
ւ
؛
通
り

（
都
道
３
１
６
߸
線
）の
イ

Φ
ン
品
川
シ
ー
α
イ
ド
ళ
付

近
で「
ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ト
ッ

プ
࡞
ઓ
」
を
実

施
。
ܯ
࡯
官
の

༠
導
で
ఀ
車
し

た
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
に
ス

テ
ッ
カ
ー
や
ϊ

ベ
ル
テ
ỹ
を
手

౉
し
、
大
型
車

の
死
֯
に
よ
っ

て
、
自
転
車
や

バ
イ
ク
を
見
མ

と
す
ة
険
性
に

つ
い
て
஫
意
を

呼
び
か
け
た
。

こ
の
΄
か
、

東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
֤
支
部

は
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動（
９

月
21
～
30
日
）の

期
間
中
、
街
頭
指

導
活
動「
統
一
実

施
日
」
の
９
月
24

日
を
中
心
と
し

て
、
֤
地
Ҭ
で
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
や
事
故
防

止
を
呼
び
か
け
る
街
頭
活
動

を
ల
開
し
た
。

統
一
実
施
日
に
は
、
23
支

部
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
街
頭

活
動
を
実
施
。
地
ݩ
の
ܯ
࡯

署
や
交
通
安
全
協
会
と
࿈

ܞ
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
利

用
者
に
対
し
て
安
全
༠
導
や

啓
発
ν
ラ
シ
・
ϊ
ベ
ル
テ
ỹ

の
഑
෍
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、「
ト
ラ
ッ
ク
・
ス
ト
ッ

を
実
施
。
ἧ
い
の
ベ
ス
ト
・

๧
ࢠ
࢟
の
支
部
会
һ
メ
ン
バ

ー
が「
横
断
中
」
の
安
全
ض

を
ܝ
͛
、
歩
行
者
が
横
断
歩

道
を
安
全
に
通
行
で
き
る
よ

う
見
守
る
と
と
も
に
、
交
通

安
全
運
動
の
実
施
を
ア
ピ
ー

プ
࡞
ઓ
」に
も
取
り
組
ん
だ
。

ਿ
ฒ
支
部（
Ԭ
部
昭
人
支

部
長
）で
は
、
ਿ
ฒ
・
高
Ҫ

ށ
ܯ
࡯
署
と
協
ྗ
し
、
ਿ
ฒ

区
໾
所
前
交
ࠩ
఺
と
高
Ҫ
ށ

཮
橋
Լ
交
ࠩ
఺
で
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
交
通
安
全
༠
導

多
く
の
支
部
が
地
Ҭ
の
主
要

な
交
ࠩ
఺
や
駅
付
近
で
同
༷

の
街
頭
活
動
を
ల
開
し
た
。

な
お
、
東
ト
協
は
９
月
24

日
、
東
京
高
଎
道
路
交
通
安

全
協
ٞ
会
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
ܯ
ࢹ
庁
高
଎
道
路
交
通

ܯ
࡯
ୂ
と
協
ྗ
し
、
中
ԝ
自

動
車
道（
上
り
）
ੴ
川
パ
ー

キ
ン
ά
エ
リ
ア（
̥
̖
）で
、

翌
25
日
は
ट
都
高
଎
１
߸
羽

田
線（
上
り
）
平
和
ౡ
̥
̖

で
行
わ
れ
た
合
同
キ
Ỿ
ン
ϖ

ー
ン
に
ࢀ
加
。
ద
正
化
事
業

部
の
課
һ
が
、
高
଎
ܯ
࡯
ୂ

の
ୂ
һ
や
道
路
管
理
者
ら
と

と
も
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
を
は
じ
め
̥
̖
利
用
者

に
ν
ラ
シ
や
ϊ
ベ
ル
テ
ỹ
を

഑
෍
し
、
安
全
運
転
を
呼
び

か
け
た
。

こ
の
΄
か
、
東
ト
協
は
運

動
期
間
中
、
都
内
の
԰
外
大

型
Ϗ
δ
ョ
ン
や
東
ト
૯
合
会

ؗ
１
階
ロ
Ϗ
ー
横
の
σ
δ
タ

ル
α
イ
ω
ー
δ
で
、
ܯ
ࢹ
庁

交
通
部
と
の
࿈
໊
で
交
通
安

全
啓
発
ө
૾
を
์
ө
し
た
。

東
ト
協
は
11
月

24
日
、
令
和
８
年

度
第
１
回
経
営

者
セ
ϛ
φ
ー（
̬

̴
̱
ซ
用
）を
開

࠵
す
る
。
テ
ー
マ

は「
そ
の
一
ݴ
が
、

人
を
動
か
す
～
経

営
者
・
管
理
職
の
た
め
の
ί

ϛ
ュ
χ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
ફ
࿦

～
」。
ࢀ
加
අ
は
ແ
ྉ
。

時
間
は
ޕ
後
４
時
～
５

時
、
会
場
は
東
ト
૯
合
会
ؗ

６
階
ݚ
म
ࣨ
。
対
象
は
会
һ

事
業
者
の
経
営
者
・
໾
һ
・

管
理
者
な
ど
。
会
場
定
һ
は

50
人（
先
ண
順
ʗ
定
һ
に
な

り
次
第
、受
付
終
ྃ
）。

ߨ
ࢣ
は
、
ラ
ン
φ
ー
ζ
代

ද
取
క
໾
・
法
政
大
ֶ
̢
̗

̖
特
೚
ߨ
ࢣ
・
中
খ
企
業
਍

断
࢜
の
関
ࠜ
૖
ࢸ
ࢯ
。
セ
ϛ

φ
ー
は
、
ԕ
方
の
会
һ
事
業

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
の
ද
জ
規

程
に
よ
る
ද
জ
が

行
わ
れ
ま
す
。

ද
জ
基
準
に
֘

当
す
る
対
象
者
に

つ
い
て
、
11
月
６

日（
必
ண
）
ま
で

に
、
東
ト
協
所
ଐ

支
部
へ
ਪ
ન
し
て
く
だ
さ
い
。

˙
表
彰
の
種
類
と
推
薦
基
準

ᾇ
ײ
ँ
状

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
お
よ

び
利
用
運
送
事
業
の
໾
һ
、

ま
た
は
事
業
者
ஂ
体
の
໾
һ

で
、次
に
֘
当
す
る
者

ᶃ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
お

よ
び
利
用
運
送
事
業
の
໾
һ

と
し
て
20
年
以
上
そ
の
業
務

に
精
ྭ
し
、
当
֘
事
業
の
発

ల
に
د
༩
し
、
そ
の
ޭ
੷
が

ݦ
著
な
満
50
歳
以
上
の
者

ᶄ
事
業
者
ஂ
体
の
໾
һ
と

し
て
15
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
ྭ
し
、
当
֘
事
業
の
発
ల

に
د
༩
し
、
そ
の
ޭ
੷
が
ݦ

著
な
満
50
歳
以
上
の
者

ᾈ
ද
জ
状

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
運

転
者
・
従
業
һ
や
利
用
運
送

事
業
の
従
業
һ
、
ま
た
は
事

業
者
ஂ
体
の
職
һ
で
、
次
に

֘
当
す
る
者

ᶃ
ة
೉
を
顧
み
ず
職
੹
を

਱
行
し
、
ま
た
は
重
大
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
そ
の
ޭ

੷
が
ݦ
著
な
者

ᶄ
有
ӹ
な
発
明
・
考
案
・

改
良
ま
た
は
ݚ
ڀ
を
行
い
、

運
送
事
業
に
著
し
い
ߩ
ݙ
を

し
た
者

ᶅ
運
転
者
と
し
て
30
年
以

上
勤
務
し
、成
੷
༏
ल
な
者

ᶆ
事
業
者
ஂ
体
の
職
һ
と

し
て
20
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
ྭ
し
、
当
֘
事
業
の
発
ల

に
著
し
く
د
༩
し
、
そ
の
ޭ

੷
が
ݦ
著
な
者

˙
ఏ
ग़
ॻ
ྨ
・
෦
਺

ᶃ
ޭ
੷
調
ॻ
、
ᶄ
ཤ
ྺ
ॻ

֤
１
部（
༷
ࣜ
は
東
ト
協
ϗ

ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
か
ら
μ
΢
ン
ロ

ー
ド
可
能
）

ợ
஫
意
事
項
Ụ

ᶃ
過
去
、
全
ト
協
会
長
よ

り
同
種
の
ײ
ँ
状
・
ද
জ
状

を
受
৆
し
た
者
は
আ
外

ᶄ
ਪ
ન
ࢿ
֨
な
ど
に
関
す

る
年
数
的
要
件（
勤
続
年
数・

年
齢
な
ど
）お
よ
び
ޭ
੷
調

ॻ
・
ཤ
ྺ
ॻ
の
内
༰
は
、
次

の
基
準
日
に
よ
り
ࢉ
出
す
る

˞
ײ
ँ
状
・
ද
জ
状
の
基

準
日
ử
令
和
８
年
12
月
຤
日

ᶅ
ද
জ
状
の
ਪ
ન
対
象

は
、
東
京
都
内
の
営
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
運
転
者
・
従

業
һ
に
限
る（
ଞ
ݝ
の
営
業

所
で
勤
務
し
て
い
る
場
合
、

֤
都
道
෎
ݝ
ト
ラ
ッ
ク
協
会

へ
の
ਪ
ન
が
必
要
）

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
૯
務
部
૯
務
・
支
部
支
ԉ

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
６

２
５
２
）

東
ト
協
は
９
月
16
日
、
東

ト
૯
合
会
ؗ
で
第
26
期
物
ྲྀ

経
営
࢜
課
程
の
म
ྃ
ࣜ
を
開

࠵
し
、
ਫ
野
ޭ
会
長
が
、
所

定
の
ߨ
࠲
を
म
ྃ
し
た
25
人

の
代
ද
と
し
て
、
੢
野
஧
ࢤ

）ࢯ
有
ྡ
運
送
・
中
ԝ
支
部
）

に
म
ྃ
ূ
ॻ
を
手
౉
し
た
。

ࠓ
期
म
ྃ
生
は
、
東
ト
協

会
һ
17
人
、
神
ಸ
川
ݝ
ト
協

会
һ
２
人
、
࡛
ۄ
ݝ
ト
協
会

һ
３
人
、
ઍ
༿
ݝ
ト
協
会
һ

１
人
、
܈
അ
ݝ
ト
協
会
һ
１

人
、そ
の
ଞ
１
人
。

म
ྃ
ূ
ॻ
の
त
༩
に
続
い

て
֤
৆
の
ද
জ
が
行
わ
れ
、

म
ྃ
ࣜ
で
ਫ
野
会
長
は
、

「
ࡢ
年
は
ト
ラ
ッ
ク
ద
正
化

二
法
や
取
ద
法
を
は
じ
め
、

関
係
法
令
が
成
ཱ
す
る
な

ど
、
業
界
は
ྺ
࢙
的
な
転
׵

఺
を
ܴ
え
て
い
る
。
こ
れ
を

持
続
可
能
な
物
ྲྀ
を
実
現
す

る
た
め
の
޷
機
と
ଊ
え
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
待
۰
改
善
や
業

界
の
社
会
的
地
位
の
向
上
に

つ
な
͛
て
い
く
た
め
に
は
、

業
界
に
ܞ
わ
る
一
人
ͻ
と
り

が
同
じ
方
向
を
向
き
、
ྗ
を

合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可

欠
だ
」と
強
調
。

さ
ら
に
、「
こ
れ
か
ら
の

物
ྲྀ
業
界
で
は
、
従
来
の
ՙ

物
を
運
Ϳ
と
い
う
໾
割
に
と

ど
ま
ら
ず
、
お
客
༷
の
課
題

を
的
確
に
ଊ
え
、
新
た
な
ロ

δ
ス
テ
ỹ
ク
ス
χ
ー
ζ
を
۷

り
ى
こ
す
こ
と
が
重
要
。
۩

体
的
で
આ
ಘ
ྗ
の
あ

る
ఏ
案
が
で
き
る
人

ࡐ
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
ड़
べ
、
म
ྃ

生
に
対
し
、
ߨ
࠲
で

ֶ
ん
だ
知
ࣝ
や
経
ݧ

を
業
務
に
い
か
す
よ

う
呼
び
か
け
た
。

こ
の
後
、
来
ෂ
の

中
田
৴
࠸
神
ಸ
川
大

ֶ
໊
༪
ڭ
त
は
、「
ߨ

࠲
で
ಘ
た
多
方
面
の
৘
報
や

知
ࣝ
を
ࠓ
後
の
࢓
事
に
い
か

し
、
஥
間
と
と
も
に
よ
い
結

果
を
出
し
て
΄
し
い
」
と
ܹ

ྭ
。
物
ྲྀ
経
営
࢜
と
し
て
ތ

り
を
持
っ
て
活
༂
し
て
΄
し

い
と
の
ئ
い
を
఻
え
た
。

ま
た
、
ྲྀ
通
経
ࡁ
大
ֶ
の

大
ౡ
߂
明
ڭ
त
は
、
法
改
正

に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
や
賃
金
の
改
善
に
期
待

を
示
し
、「
業
界
の
ັ
ྗ
や

こ
れ
ま
で
と
は
ม
わ
っ
た
఺

を
示
し
、
新
し
い
時
代
を
࡞

っ
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
強
調
し
た
。

な
お
、
म
ྃ
ࣜ
後
に
は
記

೦
パ
ー
テ
ỹ
ー
が
開
࠵
さ

れ
、
٠
池
正
ߒ
෭
会
長（
経

営
ڭ
ҭ
ҕ
һ
長
）が
ס
ഋ
の

発
੠
を
行
い
、
ࠓ
後
の
活
༂

に
期
待
を
د
せ
た
。続
い
て
、

म
ྃ
生
一
人
ͻ
と
り
が
、
約

８
か
月
に
わ
た
る
ߨ
࠲
の
思

い
出
な
ど
に
つ
い
て
１
分
間

の
ス
ピ
ー
ν
を
൸
࿐
。
最
後

に
、
第
11
期
物
ྲྀ
経
営
࢜
課

程
を
म
ྃ
し
た
ௗ
ϊ
ւ
ֶ
෭

会
長
が
ด
会
あ
い
さ
つ
を
ड़

べ
た
。

म
ྃ
生
は
、次
の
通
り（
ܟ

শ
ུ
、
カ
ッ
ί
内
は
所
ଐ
会

社
・
ஂ
体
໊
）

੨
໦
ٛ
୓（
੨
和
運
༌
）

˜
Ѩ
部
७（
੨
৳
࢈
業
運

༌
）
˜
ߥ
Ԭ
ঘ
）ر
東
ѥ
物

ྲྀ
）
˜
ؠ
Ҫ
޼
ւ（
χ
ュ
ー

ラ
イ
ン
東
京
）
˜
ҹ
ؙ
ݑ

（
ઍ
代
田
運
༌
）
˜
य़
日
޹

෉（
̖
㿌
̡
̸
̽
̴
̴
͇
̿

́
̴
͂
͂
・
神
ಸ
川
）
˜
ח

田
༟
次（
ϑ
ί
ッ
ク
ス
）
˜

ࡔ
ޱ
৳
໵（
パ
ワ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
・
そ
の
ଞ
）
˜
૬
ᒜ

༐
一
࿠（
中
ԝ
運
༌
）
˜
ਗ਼

ਫ
ོ
ଠ
࿠（
ਗ਼
ਫ
運
༌
・
࡛

ۄ
）
˜
ఴ
野
ক
໼（
東
ӫ
運

༌
・
࡛
ۄ
）̃
内
౻
෢
จ（
多

ຎ
運
送
）
˜
Ӭ
ٱ
Ҫ
ւ（
開

੕
ト
ラ
ン
ス
ϙ
ー
ト
・
ઍ

༿
）
˜
長
野
ߒ
（࢜
多
ຎ
運

送
）
˜
੢
野
஧
）ࢤ
有
ྡ
運

送
）
˜
୮
羽
ߒ
थ（
੨
༿
運

༌
）̃
早
川
ঢ（
東
貨
ྲྀ
通
）

˜
ݹ
谷
ᠳ（
ຢ
新
運
༌
・
神

ಸ
川
）
˜
ງ
本
ӹ
）߂
஛
内

運
༌
޻
業
）̃
দ
原
成
）ࢤ
ඒ

দ
運
送
・
܈
അ
）
˜
৿
方
ٱ

੖（
̥
͂
ト
ラ
ン
ス
ϙ
ー
ト
）

˜
༄
௚
จ（
ઙ
Ҫ
）
˜
༄
原

๬（
ٱ
野
࢈
業
）
˜
山
㟒
ल

थ（
マ
ル
ϑ
ク
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
・
࡛
ۄ
）
˜
౉

ล
ོ
೭（
中
ԝ
運
༌
）

最
༏
ल
৆
は
長
野
ߒ
࢜
ࢯ

（
多
ຎ
運
送
・
多
ຎ
支
部
）

が
受
৆
。
こ
の
΄
か
、
༏

ल
৆
３
人
、օ
勤
৆
７
人
、

精
勤
৆
５
人
を
ද
জ
し
た
。

म
ྃ
生
は
、
全
日
本
ト

ラ
ッ
ク
協
会
の「
物
ྲྀ
経

営
࢜
」と
し
て
認
定
さ
れ
、

山
㟒
׮
常
務
理
事
か
ら
認

定
ূ
・
ܞ
ଳ
ূ
・
ۗ
ষ
が

त
༩
さ
れ
た
。

東
ト
協
墨
田
支

部（
眞
田
浩
支
部

長
）は
10
月
３
・

４
日
、
墨
田
区
の

錦
糸
公
園
で
開

催
さ
れ
た
第
51

回「
す
み
だ
ま
つ

り
」・
第
56

回「
こ
ど
も

ま
つ
り
」
に
支
部
ブ
ー
ス
を

出
展
し
、
10
月
９
日
の「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ
。
久

し
ぶ
り
の
好
天
に
恵
ま
れ
た

週
末
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は

家
族
連
れ
を
は
じ
め
、
多
く

の
来
場
者
が
集
ま
っ
た
。

ブ
ー
ス
で
は
、
会
場
内
で

支
部
メ
ン
バ
ー
が
配
布
し
た

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
を
Ｐ
Ｒ

す
る
チ
ラ
シ
を
持
参
し
た
来

場
者
に
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
と

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
ノ

ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
。

ま
た
、
両
日
と
も
午
前
・

午
後
の
２
回
、
小
学
生
以
下

の
子
ど
も
を
対
象
に
、
ト
ラ

ッ
ク
に
関
す
る
簡
単
な
ク
イ

ズ
を
実
施
。
正

解
者
に
は
、
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。さ
ら
に
、

消
し
ゴ
ム
や
ス

ー
パ
ー
ボ
ー
ル

く
じ
に
も
挑
戦

し
て
も
ら
っ

た
。
ブ
ー
ス
前

に
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
の
長

い
列
が
で
き
、

盛
況
と
な
っ
た
。

者
の
た
め
に
̬
̴
̱
で
の
受

ߨ
も
可
能
。

受
ߨ
ਃ
し
込
み
は
11
月
16

日
ま
で
。
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ

ー
δ
ʗ
セ
ϛ
φ
ー
৘
報
の
開

࠵
案
内「
受
ߨ
ਃ
込
ϑ
Ỽ
ー

Ϝ
」か
ら
行
う
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
ڭ
ҭ
ݚ
म
・
༌
送

（̜
ὸ
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

඼઒ࢧ෦

合ಉΩϟンϖーンにࢀՃ

ਿฒࢧ෦

��
ࢧ
෦
͕
౷
Ұ
֗
಄
׆
ಈ

東
ト
協

શ
τ
ڠ
ن
ఔ
ද
জ

11݄��೔開࠵

ਪન11݄̒ݶظ೔

東
ト
協

第
��
ظ

෺
ྲྀ
ܦ
Ӧ
࢜
՝
ఔ
म
ྃ
ࣜ

෺ྲྀܦӦ࢜͸̓̎ ̔ਓʹ

ۀ
ք
ͷ
ൃ
ల
Λ
୲
͏
��
ਓ

秋の全国交通安全運動

͢Έͩ·ͭΓɾ͜ Ͳ΋·ͭΓʹࢀ加

τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ͷ
೔
Λ
̥
̧

౦τڠ ๽ాࢧ෦

東
ト
協

̔
೥
౓

第
̍
回

ܦ
Ӧ
ऀ
セ
ミ
ナ
ー

৬
৔
で
の
ί
ϛ
ỿ
χ
ケ
ー
γ
ἀ
ン
࣮
ફ
࿦
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◎ 薄暮時間帯や雨天時は視認性が低下するので、早めのライト点灯、道
路状況によりハイビームの活用を心がけること。また、横断歩道に接
近したときは減速し、いつでも停止できるような速度で進行すること。

日 時 ９月23日（水） 18時25分頃発生（雨天）
場 所 江東区内（都道・丸八通り）
当事者 ①歩行者（男性50代死亡）×②事業用準中型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

ࢸ
৽
େ
ڮ
௨
Γ

ࢸ
ژ
༿
ಓ
࿏

江東区亀戸

概 要 事業用準中型貨物車が、丸八通りの第1通行帯を新大橋通り方向から京葉道
路方向に進行中、交差点を左方から右方に進行中の歩行者に衝突したもの。

◎ 運行中は緊張感を保ち、前方や周囲の道路状況の把握を怠らないこと。また、横断歩道
の手前でいつでも停止できる速度に減速、または一時停止を行い、安全運転に努めること。

日 時 ９月30日（水） 21時41分頃発生（雨天）
場 所 千代田区内（都道・内堀通り）
当事者 ①歩行者（男性50代死亡）×②事業用大型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状 況

至 常磐橋ࢸ
େ
ख
໳
ަ
ࠩ
点

ࢸ
౦
ژ
ফ
๷
ி
લ
ަ
ࠩ
点

千代田区大手町

概 要
事業用大型貨物車が、内堀通りを東京消防庁前交差点方向か
ら大手門交差点方向へ進行し、交差点を常磐橋方向に左折する
際、横断歩道を左方から右方へ横断中の歩行者と衝突したもの。

໰͍߹Θͤઌɿ౦ژ౎τϥοΫڠձ ۀ຿෦ަ௨ɾڥ؀(
ϗʔϜϖʔδͰڠ଎ใ͸౦τނࣄ˞ 1%' σʔλ΋͍ͯ͠ࡌܝ·͢

運
・
北
）̃
福
野
正
ඒ（
同
）

˜
加
౻
ٛ
行（
福
山
エ
ク
ス

プ
レ
ス
・
ਂ
川
）
˜
野
ᖒ
ཽ

司（
同
）̃
ߥ
金
ః
）޾
福
山

通
運
・
ਂ
川
）
˜
ࠤ
౻
ߒ
一

（
同
）
˜
池
田
一
෉（
同
）
˜

ౢ
中
ߒ
明（
同
）
˜
ӿ
原
߂

和（
同
）̃
高
Ҫ
ٛ
）ߒ
ඌ
㟒

ࠝ
แ
・
多
ຎ
）
˜
ླ
໦
ྋ
ଠ

（
ݹ
川
঎
事
運
༌
・
多
ຎ
）

˜
܂
原
和
）ٱ
リ
ュ
΢
Φ
ー

ܯ
࡯
庁
の
交
通
事
故
統
計

（
８
月
຤
ྦྷ
計
）に
よ
る
と
、

事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の
第
一
当

事
者
に
よ
る
死
亡
事
故
件
数

（
ܰ
貨
物
車
を
আ
く
）は
１

２
０
件
で
、
前
年
同
期
比
８

件（
７
・
１
％
）増
加
し
た
。

車
種
別
で
は
、
死
亡
事
故

件
数
が
最
も
多
い
大
型
車
が

80
件
で
、同
13
件（
19・４
％
）

増
加
し
て
お
り
、
準
中
型
車

も
17
件
で
、
同

３
件（
21
・
４

％
）増
加
し
た
。

一
方
、
中
型
車

は
21
件
で
同
７

件（
25
・０
％
）、

ී
通
車
は
２

ロ
δ
ス
テ
ỹ
ッ
ク
ス
・
多

ຎ
）̃
໐
ւ
༸
行（
同
）̃
দ

川
Ղ
）׮
΢
イ
ン
ロ
ー
μ
ー・

多
ຎ
）̃
ᴡ
౻
ढ़
平（
同
）̃

ງ
ޱ
੣（
ઍ
代
田
運
༌
・
多

ຎ
）
˜
খ
ྛ
׮
೭（
同
）
˜

ࡾ
ౡ
ल
）ݾ
同
）
˜
๕
լ
ሡ

ਔ（
中
ԝ
車
᫑
༌
送
・
多
ຎ
）

˜
๛
田
఩
໵（
同
）
˜
天
野

و
）߂
同
）̃
૮
谷
੖
෉（
同
）

˜
山
崎
༤
二（
同
）
˜
ਿ
本

件
で
同
１
件

（
33
・
３
％
）、

そ
れ
ぞ
れ
減

少
し
た
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
中
型
・

準
中
型
・
ී
通
車
の
３
車
種

を
合
計
す
る
と
40
件
で
、
同

５
件（
11
・
１
％
）
減
少
。

ま
た
、
大
型
車
と
こ
れ
ら
３

車
種
の
内
数
で
あ
る
ト
レ
ー

ラ
は
12
件
で
、同
６
件（
33
・

３
％
）減
少
し
た
。

月
別
で
は
、８
月
が
10
件

で
前
年
同
月
比
７
件（
41
・

２
％
）減
少
し
た
΄
か
、１
・

３
・
４
月
も
前
年
同
月
を
Լ

回
っ
た
。
２
月
は
20
件
で
同

２
件（
11
・
１
％
）、５
月
は

15
件
で
同
５
件（
50・０
％
）、

６
月
は
21
件
で
同
12
件（
１

３
３
・
３
％
）、
７
月
は
14

東
京
運
༌
支
ہ
は
９
月
17

日
、
ス
ク
エ
ア
ӣ
原
ͻ
ら
つ

か
ϗ
ー
ル
で
、令
和
８
年「
自

動
車
運
送
事
業
運
転
者
東
京

運
༌
支
ہ
長
ද
জ
ࣜ
」
を
開

࠵
し
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
４
部

໳
で
計
２
３
７
人
を
ද
জ
し

た
。東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
関

係
で
は
51
ࢯ
が
受
৆
。
ト
ラ

ッ
ク
部
໳
を
代
ද
し
て
、
福

山
エ
ク
ス
プ
レ
ス（
ਂ
川
支

部
）の
加
౻
ٛ
行
ࢯ
に
、
উ

Ո
省
司
支
ہ
長
か
ら
ද
জ
状

が
त
༩
さ
れ
た
。

উ
Ո
支
ہ
長
は
ࣜ
ࣙ
で
ま

ず
、長
年
に
わ
た
り
ແ
事
故・

ແ
ҧ
൓
を
ੵ
み
重
Ͷ
、
安
全

を
最
༏
先
に
業
務
に
ྭ
ん
で

き
た
受
৆
者
２
３
７
人
の
ޭ

中
日
本
高
଎
道
路（
̣
̚

̭
̘
̤
中
日
本
）は
東
໊
ू

中
޻
事
に
൐
い
、
東
京
̞
̘

か
ら
大
Ҫ
দ
田
̞
̘
間
の
上

Լ
線
で
、
10
月
19
日
ޕ
前
０

時
か
ら
11
月
７
日
ޕ
前
６
時

੷
を
た
た
え

た
。
ま
た
、

自
動
車
運
送

事
業
が
国
民

生
活
や
経
ࡁ

活
動
を
支
え

る
重
要
な
社

会
基
൫
で
あ

る
こ
と
に
৮

れ
、
୲
い
手

不
଍
や
೩
ྉ

価
֨
高
ಅ
な
ど
ݫ
し
い
環
ڥ

の
中
、
࢖
命
ײ
と
੹
೚
ײ
を

持
っ
て
職
੹
を
果
た
す
運
転

者
に
ܟ
意
と
ײ
ँ
を
ද
明
。

さ
ら
に
、
受
৆
者
を
支
え
た

Ո
଒
や
職
場
関
係
者
に
も
ॕ

意
を
示
し
た
。

ද
জ
ࣜ
に
は
来
ෂ
と
し

て
、
東
ト
協
の
ਫ
野
ޭ
会
長

ら
が
出
੮
。
ਫ
野
会
長
は
ॕ

ࣙ
で
、
受
৆
者
に
対
し「
ݫ

し
い
道
路
交
通
環
ڥ
の
中
で

安
全
運
転
を
続
け
、
ଞ
の
模

範
と
な
る
実
੷
を
ੵ
み
重
Ͷ

て
き
た
」
と
ޭ
੷
を
高
く
評

価
し
た
。あ
わ
せ
て
、運
༌
業

界
が
人
手
不
଍
や
労
働
環
ڥ

の
改
善
な
ど
の
課
題
を
๊
え

る
中
、
関
係
ஂ
体
と
࿈
ܞ
し

て
安
全
・
安
心
な
༌
送
α
ー

ま
で
ன
໷
࿈
続
・
車
線

規
制
な
ど
を
実
施
し
、

土・日
༵
、ॕ
日
は
行
わ
な
い
。

ま
た
、
横
浜
ொ
田
̞
̘
出

ޱ
で
10
月
26
・
27
日
の
֤
日

ޕ
後
８
時
か
ら
翌
ே
５
時
ま

で
２
໷
間
ด
࠯
す
る
。

޻
事
・
規
制
、
ᷖ
回
路
に

関
す
る
ৄ
ࡉ
は
、
̣
̚
̭
̘

̤
中
日
本
の「
東
໊
࣠
大
規

模
޻
事
α
イ
ト
」を
ࢀ
র
。

Ϗ
ス
の
ఏ
ڙ
に
౒
め
て
い
く

考
え
を
示
し
た
。そ
の
上
で
、

「
こ
れ
ま
で
ഓ
っ
た
経
ݧ
を

い
か
し
、
ࠓ
後
も
ແ
事
故
を

継
続
し
て
業
界
の
模
範
と
し

て
活
༂
し
て
΄
し
い
」
と
期

待
を
د
せ
た
。そ
の
΄
か
ܯ、

ࢹ
庁
交
通
部
の
ԡ
切
ߒ
೭
ࢀ

事
官
、
東
京
バ
ス
協
会
の
ݹ

川
୎
会
長
が
ॕ
ࣙ
を
ड़
べ
た
。

東
ト
協
関
係
の
受
৆
者
は

次
の
通
り
。（
ܟ
শ
ུ
、
カ
ッ

ί
内
は
会
社
໊
・
支
部
໊
）。

ੴ
Ҫ
༟
二（
日
本
エ
ア
メ

ー
ル
・
大
田
）
˜
ඒ
ೱ
和
඙

（
同
）̃
谷
౻
෢
）ࢤ
京
浜
運

送
・
大
田
）
˜
↳
ོ
೭（
̩

̖
̠
̖
̞
̙
̤
ク
ー
ル
ϑ

ロ
ー
・
ਿ
ฒ
）
˜
金
田
༤
޹

（
ア
ド
バ
ン
ス
ෙ
ཀ
・
൘
橋
）

˜
൧
௩
健
一（
同
）
˜
山
崎

๛（
ト
ー
΢
ン
Ｊ
̙
・
൘
橋
）

˜
૥
山
݉
一（
同
）
˜
ࣰ
原

）޺
北
ే
シ
ス
テ
Ϝ
༌
送
・

൘
橋
）̃
長
প
和
෉（
同
）̃

Ԭ
本
近
จ（
ໜ
࿊
運
送
・
࿅

അ
）
˜
ٶ
ᖒ
常
༤（
同
）
˜

定
方
༐
一（
定
方
運
送
・
北
）

˜
田
代
正
人（
東
京
福
山
通

一
ඒ（
同
）̃
ਗ਼
ਫ
৴
೭（
同
）

˜
ࡾ
Ӝ
߂
（ٛ
同
）
˜
Ҵ
ౢ

多（
同
）
˜
橋
本
和
ത（
同
）

˜
加
౻
健
司（
同
）
˜
Ԭ
部

）ߒ
同
）̃
໦
ଜ
ത
）ل
多
ຎ

運
送
・
多
ຎ
）
˜
ླ
໦
ӫ
ଠ

（
同
）
˜
田
中
३
一（
同
）
˜

大
௩
੣（
同
）
˜
஛
本
༟
࢙

（
同
）
˜
長
野
੐
ಙ（
同
）
˜

高
橋
大
（ี
同
）
˜
ࠤ
౻
ܓ

一（
同
）

件
で
同
５
件（
55
・
６
％
）、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

令
和
７
年
の
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
第
一
当
事
者
と
な
る

死
亡
事
故
は
年
間
１
８
８
件

で
、前
年
比
12
件（
６・０
％
）

減
少
し
た
。
し
か
し
、
ࠓ
年

は
６
月
以
降
、
前
年
同
期
比

で
大
幅
な
増
加
が
続
い
て
お

り
、
ྦྷ
計
で
も
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
死
亡
事
故

抑
止
に
向
け
、
改
め
て
運
転

者
へ
の
஫
意
ש
ى
を
行
う
と

と
も
に
、
指
導
を
ప
ఈ
す
る

必
要
が
あ
る
。

な
お
、
一
般
車
を
含
む
死

亡
事
故
全
体
の
発
生
件
数
は

１
５
１
９
件
で
、
前
年
同
期

比
１
件（
０
・
１
％
）
減
少

し
て
い
る
。

౦トࢯ�1܎ؔڠʹӫ༪

ࣗ
ಈ
ं
ӡ
స
ऀ
ද
জ

౦
ژ
ӡ
༌
ࢧ
ہ
௕

ަ௨ނࣄ౷ܭ
ி ８月末累計࡯ܯ

༺ۀࣄ
՟෺ं

ࢮ
๢
ࣄ
ނ
̓
ɾ̍
ˋ
૿

େ
ܕ
ɾ४
த
ܕ
で
૿
Ճ

౦
ژ

ʵ
େ
Ҫ
দ
ా
ؒ

ன
໷
࿈
ଓ
ɾ
ं
ઢ
ن
੍

東
名
で
集
中
工
事
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過去の問題の解説と
実践模擬問題

株式会社 輸送文研社〈柏林書房〉
TEL 03-3861-0291　FAX 03-3861-0295

自動車六法
定価  7,700 円（税込）

定価  2,970 円（税込）

令和８年版
（７月刊行）

【貨物編】

【 過去の問題 100 問 ＋ 模擬問題 30 問 】

運行管理者試験テキスト

国
土
交
通
省
は

10
月
１
日
、
ઍ
代

田
区
の
経
ࡁ
࢈
業

省
別
ؗ
で
、
第
３

回「
ద
正
原
価
の

設
定
に
向
け
た
有

ࣝ
者
検
౼
会
」（
࠲

長
⽅
山
内
߂
ོ
一

橋
大
ֶ
໊
༪
ڭ

त
）を
開
࠵
し
た
。

第
２
回
検
౼
会

で
の
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
、
全
日

本
運
༌
࢈
業
労
働

組
合
࿈
合
会
、
日

本
঎
޻
会
ٞ
所
な

ど
へ
の
ώ
ア
リ

ン
ά
に
続
き
、
ࠓ

回
は
全
国
通
運
࿈

ໍ
、
全
国
交
通
運

༌
労
働
組
合
૯
࿈

合
、
日
本
経
ࡁ
ஂ

体
࿈
合
会
、
全
国

中
খ
企
業
ஂ
体
中

ԝ
会
、
日
本
新
聞

協
会
か
ら
意
見
を
ௌ
取
し

た
。
ώ
ア
リ
ン
ά
終
ྃ
後
、

こ
れ
ま
で
の
検
౼
会
で
指
ఠ

さ
れ
た
ద
正
原
価
の
設
定
に

向
け
た
ݸ
別
࿦
఺
に
つ
い

て
、
次
の
項
目
を
中
心
に
検

౼
を
進
め
る
方
਑
が
示
さ
れ

に
よ
る
実
務
面

で
の
対
応

検
౼
会
は
ࠓ

後
、
年
内
に
３
回

開
࠵
す
る
༧
定
。

第
４
回
検
౼
会
で

࿦
఺
整
理
を
行
っ

た
上
で
、
12
月
開

࠵
༧
定
の
第
６
回

検
౼
会
で
ఏ
ݴ
案

を
取
り
ま
と
め
る
。

ద
正
原
価
制
度

に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
６
月
に
成

ཱ
・
公
෍
さ
れ

た「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法

཯
」
お
よ
び「
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
の
ద
正
化
の
た
め

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
11
月
12
日
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
と
の
共
࠵
で
令
和

８
年
度「
過
労
死
等

防
止
対
策
セ
ϛ
φ
ー

～
ド
ラ
イ
バ
ー
の
体

と
心
を
守
る
～
」
を

開
࠵
す
る
。

時
間
は
ޕ
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分
、

自
動
車
事
故
対

策
機
）ߏ
̣
̖
̨

̫
̖
）は
11
月
18

日
ޕ
後
１
時
か
ら

５
時
30
分
ま
で
、

第
19
回「
φ
ス
バ

安
全
マ
ω
δ
メ
ン

ト
セ
ϛ
φ
ー
」
を

開
࠵
す
る
。
現
地
対
面
ܗ
ࣜ

は
定
һ
と
な
っ
た
た
め
、
現

在
は
Φ
ン
ラ
イ
ン
഑
৴
ܗ
ࣜ

の
体
制
の
整
備
等
の
ਪ
進
に

関
す
る
法
཯
」（
ト
ラ
ッ
ク
ద

正
化
二
法
）に
よ
り
、
国
交

大
ਉ
が
定
め
る「
ద
正
原
価
」

を
継
続
し
て
Լ
回
ら
な
い
こ

と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
の
規

定
は
、
公
෍
か
ら
３
年
以
内

に
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
国
交

省
、
経
࢈
省
、
೶
ྛ
ਫ
࢈
省

な
ど
の
行
政
機
関
や
ֶ
ࣝ
経

ݧ
者
、
関
係
ஂ
体
が
ߏ
成
һ

と
な
り
、
ద
正
原
価
の
ద
切

な
設
定
に
向
け
た
࿦
఺
整
理

と
方
向
性
に
つ
い
て
ٞ
࿦
を

進
め
て
い
る
。

な
お
、
同
検
౼
会
に
は
全

ト
協
か
ら
ࣉ
Ԭ
༸
一
会
長
、

അ
౉
խ
හ
෭
会
長
が
ઐ
໳
ҕ

һ
と
し
て
ࢀ
加
し
て
い
る
。

会
場
は
東
ト
૯
合
会
ؗ
７
階

大
会
ٞ
ࣨ
。

受
ߨ
対
象
は
、
会
һ
事
業

者
の
経
営
者
や
運
行
管
理
者

な
ど
。
受
ߨ
ྉ
は
ແ
ྉ
。
定

һ
は
48
人（
１
社
２
人
ま
で

ʗ
先
ண
順
、
定
һ
に
な
り
次

第
、受
付
終
ྃ
）。

同
セ
ϛ
φ
ー
は
、
健
康
ى

因
事
故
の
௿
減
を
目
指
す
施

策
の
一
環
と
し
て
行
う
も
の

で
の
ࢀ
加
を
受
け
付
け
て
い

る
。
ਃ
し
込
み
は
̣
̖
̨
̫

̖
の
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ（
̝
̥
）

か
ら
、
11
月
６
日
ޕ
後
５
時

ま
で
受
け
付
け
る
。

Φ
ン
ラ
イ
ン
ࢀ
加
අ
は
２

０
０
０
ԁ
。
た
だ
し
、「
第

20
回
記
೦
φ
ス
バ
安
全
マ
ω

δ
メ
ン
ト
セ
ϛ
φ
ー
開
࠵
に

向
け
た
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
協

ྗ
し
た
ࢀ
加
ر
๬
者
は
、
ແ

ྉ
で
受
ߨ
で
き
る
。
東
ト
協

の
̝
̥
に
も
৘
報
を
ܝ
ࡌ
し

て
い
る
。

セ
ϛ
φ
ー
は
、
国
交
省
物

・ྲྀ自
動
車
ہ
安
全
政
策
課
、

で
、
新
た
に
メ
ン
タ
ル
ϔ
ル

ス
対
策
な
ど
も
取
り
上
͛
る
。

ߨ
ࢣ
は
、
̨
̤
̢
̥
̤
リ

ス
ク
マ
ω
δ
メ
ン
ト
Ϟ
Ϗ

リ
テ
ỹ
ί
ン
α
ル
テ
ỹ
ン
ά

部
の
ו
生
め
ぐ
み
ࢯ
。

۩
体
的
な
内
༰
は
、
ᶃ
過

労
死
等
の
現
状（
脳
・
心
臓

疾
患
）と
国
の
健
康
ى
因
事

故
対
策
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
異

ม
へ
の
気
づ
き（
࠲
ֶ
）、ᶄ

ド
ラ
イ
バ
ー
と
の
対
࿩（
ά

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、
ᶅ
過
労

死
等
の
現
状（
精
神
障
害
）

国
交
省
大
ਉ
官
๪
運
༌
安
全

؂
理
官
ࣨ
の
୲
当
者
に
よ
る

基
調
ߨ
ԋ
を
実
施
す
る
。
ま

た
、
特
別
ߨ
ԋ
で
は
、
日
本

高
次
脳
機
能
障
害
༑
の
会
؂

事
の
ݹ
ँ
༝
ඒ
ࢯ
が「
高
次

脳
機
能
障
害
の
ଉ
ࢠ
と
共

に
」
を
、
ڭ
ҭ
評
࿦
Ո
・
法

政
大
ֶ
໊
༪
ڭ
त
・
臨
চ
ڭ

ҭ
ݚ
ڀ
所「
೒
」
所
長
の
ඌ

໦
௚
थ
ࢯ
が「
と
り
ฦ
し
の

つ
か
な
い
௧
࠘
の
ۃ
み
」
を

テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ߨ
ԋ

す
る
。

さ
ら
に
、
事
業
者
に
よ
る

取
り
組
み
報
告
で
は
、
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者
を
代
ද
し

て
੢
部
運
༌
取
క
໾
安
全
指

導
部
長
の
占
部
恵
司
ࢯ
が

「『
̨
̚
̞
̗
̪
Ｒ
̪
̡
̚
』

˔
શ
೔
ຊ
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
令
和
８
年
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動（
９
月
21
～
30

日
）の
実
施
計
画
を
策
定
す

る
。「
飲
酒
運
転
の
ࠜ
ઈ
」「
௥

ಥ
事
故
お
よ
び
交
ࠩ
఺
に
お

け
る
事
故
の
防
止
」「
ܞ
ଳ
・

ス
マ
ー
ト
ϑ
Ỽ
ン
の
࢖
用
ې

止
な
ど
運
転
マ
φ
ー
の
ప

ఈ
」
を
最
重
఺
ਪ
進
項
目
と

す
る（
３
日
）

˔
౦
ژ
౎
τ
ϥ
ỽ
Ϋ
ڠ

ձ
、
第
47
回
۝
都
ݝ
市
合
同

防
災
܇
࿅
に
ࢀ
加
。
災
害
発

生
時
の
広
Ҭ
的
な
ٹ
ԉ
物
ࢿ

ۓ
急
༌
送
܇
࿅
に
、
世
田
谷

支
部
か
ら
２
日
間
で
合
計
４

Ἁ
車
４
୆
、
本
部
・
支
部
か

ら
Ԇ
べ
６
人
が
出
動
す
る

（
４
・
５
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
東
京
都
の
要

請
を
受
け
、
ߥ
川
支
部
の
４

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
୆
と
多
ຎ
支

部
の
４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
୆
、

ま
た
多
ຎ
支
部
の
２
Ἁ
ト
ラ

ッ
ク
１
୆
が
そ
れ
ぞ
れ
多

ຎ
広
Ҭ
防
災
૔
）ݿ
ཱ
川
市
）

へ
物
ࢿ
の
横
持
ち
༌
送
を
行

う（
４
・
６
日
）

˔
౦
τ
ڠ
、
令
和
８
年
度

「
東
京
都
貨
物
༌
送
評
価
制

度
」
セ
レ
Ϟ
χ
ー
を
開
࠵
す

る
。
ࠓ
年
度
の
評
価
事
業
者

は
４
０
５
社
で
、こ
の
う
ち
、

東
ト
協
ά
リ
ー
ン
・
エ
ί
プ

ロ
δ
ỻ
ク
ト
ࢀ
加
事
業
者
は

３
２
９
社
に
上
り
、
全
体
の

81
・
２
％
を
占
め
る（
６
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
େ
ਉ
ɾ
ܦ
ࡁ

࢈
ۀ
େ
ਉ
ɾ
ެ
ਖ਼
औ
Ҿ
ҕ
һ

ձ
ҕ
һ
௕
、「
令
和
８
年
熊
本

地
震
の
影
響
を
受
け
て
い
る

中
খ
受
ୗ
事
業
者
と
の
取
引

に
関
す
る
഑
ྀ
に
つ
い
て
」

を
࿈
໊
で
発
出
し
、
ҕ
ୗ
事

業
者
に
対
し
、
周
知
ప
ఈ
を

求
め
る（
７
日
）

˔
౦
τ
ڠ
৽
॓
ࢧ
෦
、
新

宿
区
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

熊
本
市
ೆ
区
の
ア
ク
ア
ド
ー

Ϝ
く
ま
も
と
ま
で
支
部
会
һ

の
７
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
３
୆
、
４

Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
୆
で
ٹ
ԉ
物

ࢿ
を
༌
送
す
る
。
༌
送
に
先

ཱ
ち
、
２
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
が
૔

ݿ
間
の
横
持
ち
༌
送
を
２
回

実
施
す
る（
７
・
８
日
）

˔
౦
τ
ڠ
จ
ژ
ࢧ
෦
、
จ

京
区
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

熊
本
市
ೆ
区
の
ア
ク
ア
ド
ー

Ϝ
く
ま
も
と
ま
で
支
部
会
һ

の
14
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
୆
で
ٹ

ԉ
物
ࢿ
を
༌
送
す
る（
13
日
）

˔
ࠃ
౔
ަ
௨
ল
、
第
２
回

「
ద
正
原
価
の
設
定
に
向
け

た
有
ࣝ
者
検
౼
会
」
を
開
࠵

す
る
。
ઐ
໳
ҕ
һ
と
し
て
出

੮
し
た
全
ト
協
の
ࣉ
Ԭ
༸
一

会
長
と
അ
౉
խ
හ
෭
会
長

が
、ద
正
原
価
の
制
度
設
計・

運
用
に
つ
い
て
意
見
や
要
๬

を
ड़
べ
る（
26
日
）

˔
ܦ
ࡁ
࢈
ۀ
ল
、
赤
ᖒ
྄

正
大
ਉ
໊
で「
２
０
２
６
年

９
月『
価
֨
交
ব
促
進
月
間
』

の
実
施
に
つ
い
て
」
の
จ
ॻ

を
発
出
し
、
価
֨
転
Շ
に
向

け
た
ద
切
な
対
応
を
求
め
る

（
27
日
）

˔
ࠃ
ަ
ল
、
令
和
９
年
度

༧
ࢉ
֓
ࢉ
要
求
֓
要
を
公
ද

す
る
。
物
ྲྀ
・
自
動
車
ہ
関

係
༧
ࢉ
֓
ࢉ
要
求
֓
要
で

は
、９
年
度
֓
ࢉ
要
求
額
と

し
て
１
１
８
６
ԯ
ԁ（
前
年

度
１
・
７
ഒ
）を
計
上
す
る
。

物
ྲྀ
関
係
は
２
０
９
ԯ
４

８
０
０
ສ
ԁ（
同
８
・
０
ഒ
）

と
な
る（
28
日
）

˔
ؔ
౦
ӡ
༌
ہ
、「
２
０
２

６
年
度
関
東
地
Ҭ
事
業
用
自

動
車
安
全
対
策
会
ٞ
」
を
開

࠵
す
る（
31
日
）

と
精
神
障
害
の
基
ૅ
知
ࣝ
と

対
策（
࠲
ֶ
）、ᶆ
心
の
健
康

に
഑
ྀ
し
た
職
場
環
ڥ
づ
く

り（
ά
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、ᶇ

ス
ト
レ
ス
ν
ỻ
ッ
ク
の
重
要

性（
࠲
ֶ
）。

同
セ
ϛ
φ
ー
は
、
安
全
性

評
価
事
業（
̜
マ
ー
ク
）の

加
఺
対
象
と
な
り
、
म
ྃ
者

公
正
取
引
ҕ
һ
会
は
こ
の

΄
ど
、
令
和
９
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
ಠ
占
ې
止

法
上
の「
物
ྲྀ
特
घ

指
定
」
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
く
ղ
આ

す
る
特
設
̬
̴
̱
α

イ
ト「
物
ྲྀ
特
घ
指

定
で
ద
正
な
取
引

を
ʂ
」を
開
設
し
た
。

物
ྲྀ
特
घ
指
定

は
、
ՙ
主
と
物
ྲྀ
事

業
者
、
ண
ՙ
主
と
発

ՙ
主
と
の
取
引
に
お

け
る
༏
ӽ
的
地
位
の

で
安
全
意
ࣝ
向
上
」
と
題
し

て
、
同
社
の
取
り
組
み
を
発

ද
す
る
。
こ
の
΄
か
、
タ
ク

シ
ー
、
バ
ス
事
業
者
か
ら
も

事
故
࡟
減
や
安
全
へ
の
取
り

組
み
事
例
が
঺
介
さ
れ
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
̣
̖
̨
̫
̖
ま

た
は
東
ト
協
̝
̥
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
̣
̖

̨
̫
̖
安
全
マ
ω
δ
メ
ン
ト

セ
ϛ
φ
ー
事
務
）ہ
ὸ
03
・

５
９
６
６
・
５
７
７
８
ʗ
平

日
ޕ
前
９
時
～
ޕ
後
５
時
、

土
・
日
・
ॕ
日
を
আ
く
）

に
は
受
ߨ
ূ
明
ॻ
を
発
行
す

る
。ਃ

込
み
は
10
月
30
日
ま

で
。
東
ト
協
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ

の
セ
ϛ
φ
ー
৘
報「
ਃ
込
み

ϑ
Ỽ
ー
Ϝ
」か
ら
ਃ
し
込
む
。

˜
問
い
合
わ
せ
先
ử
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
ڥ
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

ཞ
用
を
、
ޮ
果
的
に
規
制
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
。
ࠓ
回
の
改
正
で
は
、

ண
ՙ
主
と
発
ՙ
主
と
の
取
引

が
新
た
に
規
制
対
象
と
な
る

΄
か
、「
中
খ
受
ୗ
取
引
ద

正
化
法（
取
ద
法
）」の
施
行

に
൐
う
改
正
も
行
わ
れ
る
。

同
α
イ
ト
で
は
、
ࠓ
回
の

改
正
内
༰
を
ਤ
ද
や
動
画
を

用
い
て
分
か
り
や
す
く
આ
明

し
て
い
る
΄
か
、
改
正
に
関

す
る
֤
種
ࢿ
ྉ
も
ܝ
ࡌ
し
て

い
る
。

た
。第

１
回
検
౼
会
指
ఠ
事
項

関
係
ử
ྉ
金
の
位
置
付
け
・

取
り
ѻ
い
、
ద
正
原
価
の
運

賃
・
ྉ
金
ਫ
準
へ
の
影
響

制
度
全
般
ử
実
車
率
・
回

送
ྉ
金
の
取
り
ѻ
い
、
物
ྲྀ

ޮ
率
化
の
イ
ン
セ
ン
テ
ỹ
ϒ

の
୲
保
、
物
価
ม
動
へ
の
対

応
・
改
定
ස
度

ద
正
原
価
の
ߏ
成
要
ૉ
ử

༌
送
の
安
全
確
保
の
た
め
に

必
要
な
経
අ
、
事
業
を
継
続

し
て
਱
行
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
౤
ࢿ
の
原
ࢿ

ద
正
原
価
の
運
用
な
ど
ử

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
・
ՙ
主
等

メンタルヘルス対策を追加

ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
で
受
講
料
無
料

11
／
18
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
分

適正原価の設定に向け個別論点を検討

東
ト
協

全
ト
協

過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

˖８月分˖

ＮＡＳＶＡ
第19回 安全マネジメントセミナー

改正へ特設サイトを開設公取委

物
流
特
殊
指
定
で
適
正
な
取
引
を
！

国
交
省

第
３
回

適
正
原
価
の
設
定
に
向
け
た
有
識
者
検
討
会
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秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
期

間
中
、
東
ト
協

の
街
頭
指
導
活

動「
統
一
実
施

日
」
と
さ
れ
た
９
月
24
日

に
は
、
23
支
部
が
歩
調
を

合
わ
せ
、
交
通
安
全
啓
発

に
取
り
組
ん
だ
。
東
京
で

は
９
月
、
毎
日
降
雨
を
記

録
す
る
異
例
の
天
候
と
な

っ
た
が
、
こ
の
日
は
天
恵

を
受
け
た
◆
２
０
２
１

（
令
和
３
）年
４
月
８
日
、

１
９
６
８（
昭
和
43
）
年

の
統
計
開
始
以
降
、
初
め

て
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を

記
録
し
た
が
、
そ
の
後
、

ゼ
ロ
の
日
は
達
成
で
き
て

い
な
い
。
運
動
期
間
中
の

交
通
事
故
件
数
は
前
年
同

期
比
で
減
少
し
た
も
の

の
、
都
内
で
は
事
業
用
貨

物
自
動
車
に
よ
る
死
亡
事

故
が
２
件
発
生
し
、
尊
い

命
が
犠
牲
と
な
っ
た
◆
あ

る
支
部
で「
街
頭
活
動
は

地
味
だ
が
、
交
通
安
全
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
機

会
と
な
る
。『
気
を
つ
け

よ
う
』
と
い
う
気
持
ち
が

周
囲
に
広
が
る
こ
と
で
、

交
通
安
全
が
実
現
す
る
」

と
聞
い
た
◆
タ
レ
ン
ト
が

一
日
署
長
を
務
め
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
る
イ
ベ

ン
ト
は
報
道
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
目
指
す
思
い
は

同
じ
な
の
だ
か
ら
、
街
頭

活
動
の
よ
う
な
地
道
な
取

り
組
み
に
も
、
も
っ
と
光

が
当
た
っ
て
も
よ
い
◆
そ

の
一
方
で
、
い
ま
だ
ゼ
ロ

と
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
に

つ
い
て
は
、
プ
ロ
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
模
範
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

☆インターネット応募の場合
解答フォームをご利用ください。東ト協
ＨＰトップ「会員の皆様へ」をクリックし、
「東京都トラック時報」から「パズル＆
クイズ解答フォーム」へご入力ください。
https://www.totokyo.or.jp/
☆はがき応募の場合
官製はがきに、①答え ②郵便番号・住所
③会社名 ④氏名 ⑤年齢 ⑥本紙へのご
意見・ご要望を明記し、お送りください。
〒160-0004 新宿区四谷３－１－８
（一社）東京都トラック協会
総務部広報・情報Ｇ「トラック時報」係
●正解者の中から抽選で３名様に図書
カード（1,000円分）をプレゼントします。
●応募締切
10月末日（正解は11月10日号に掲載）

★�９月10日号「ナンクロ」の正解は「ツキミ
ダンゴ（月見団子）」でした。

応 募 方 法

EEDDCCBBAA HHGGFF
［ 解答欄 ］

※�小さい「ュ」などは大きな「ユ」
などと同じものとして扱って
ください。

by 冴戒 椎也

●２文字
カキ
ナシ
フジ
（ふじ/リンゴの品種）

●３文字
イチゴ
カボス
カリン
グアバ
クルミ
スダチ
スモモ
タマミ
（たまみ/柑橘類の一種）

［
リ
ス
ト
］

ナツメ
バナナ
ピーチ
ブドウ
ミカン
メロン
ライム

●４文字
アセロラ
アボカド
イチジク
イヨカン
オリーブ
キンカン

ポンカン

●５文字
サクランボ
ネクタリン
バンレイシ
ラズベリー
ラフランス
（ラ・フランス）

●６文字
パイナップル
マンゴスチン

●７文字
キウイフルーツ
シークヮーサー

リストの言葉を盤面に
埋めてください。言葉は
すべて「上から下」または
「左から右」に入ります。
完成後、解答欄にできる
言葉が答えです。

スケルトン AA

DD

EE

HH

GG

FF

BB

CC

踏
切
」と
し
て
知
ら
れ
、

ピ
ー
ク
時
に
は
１
時

間
当
た
り
40
分
以
上

遮
断
さ
れ
る
。

２
０
１
６（
平
成
28
）

年
、
国
土
交
通
省
は
事

故
防
止
の
た
め「
踏
切
道
改
良
促

進
法
」
を
改
正
し
、
翌
年
に
は
改

良
す
べ
き
踏
切
を
１
０
０
０
か
所

列
挙
し
た
。
こ
の
第
二
中
里
踏
切

も
そ
の
一
つ
で
、
２
０
２
０（
令

和
２
）年
に
は
北
区
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
が
改
良
に
向
け
て
合
意
し
た
。

当
初
、区
は
現
在
の
踏
切
上
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
き
の
歩
行
者
用

跨
線
橋
を
整
備
す
る
計
画
だ
っ
た

が
、２
０
２
０
年
に
東
京
都
が
都

市
計
画
道
路
の
一
環
と
し
て
、約

２
０
０
㍍
北
東
に
橋
を
架
け
る
こ

と
を
決
定
。
２
０
２
９（
令
和
11
）

年
の
完
成
を
目
指
し
、第
二
中
里

踏
切
は
廃
止
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

山
手
線
か
ら
最
後
の
踏
切
が
消
え

る
日
が
近
づ
い

て
い
る
。

東
京
の
中
心
部
を
環
状
す
る

「
山
手
線
」。
一
周
の
キ
ロ
程
は

34
・
５
㌔
㍍
、
標
準
所
要
時
間
は

内
回
り
・
外
回
り
と
も
に
64
分
を

要
す
。
新
宿
、
池
袋
、
東
京
な
ど

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
メ
ガ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
有
す
る
、都
内
最

重
要
の
公
共
交
通
機
関
だ
。

ル
ー
ツ
は
、日
本
鉄
道
が
赤
羽

か
ら
分
岐
し
、
１
８
８
５（
明
治 消える山手線の踏切

18
）
年
に
官
設
鉄

道
の
品
川
ま
で
結

ん
だ
品
川
線
。
す

で
に
官
設
鉄
道
の

新
橋
～
品
川
～
横

浜
間
は
、
わ
が
国

初
の
鉄
道
と
し
て
１
８
７
２

（
明
治
５
）年
に
開
業
し
、１
８

８
３（
明
治
16
）
年
に
は
日
本

鉄
道
の
上
野
～
赤
羽
～
熊
谷

間
、
翌
年
に
は
高
崎
を
経
て
前

橋
ま
で
が
開
通
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
現
在
の
常
磐
線
と

横
浜
方
面
へ
の
接
続
を
目
的
に

建
設
さ
れ
た
池
袋
～
田
端
間
を 第169回

まちかど写真家 筑峯  総太

加
え
、山
手
線
の
原
型
が
完
成
し

た
。
現
在
の
よ
う
に
環
状
運
転
を

始
め
た
の
は
、関
東
大
震
災
後
の

１
９
２
５（
大
正
14
）
年
11
月
１

日
か
ら
で
あ
る
。

現
在
、駒
込
駅
と
田
端
駅
の
間

に
山
手
線
唯
一
の
踏
切「
第
二
中

里
踏
切
」（
写
真
）が
位
置
す
る
。

長
さ
約
14
㍍
、幅
４
・
８
㍍
あ
り
、

北
区
の
区
道
が
通
る「
開
か
ず
の

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

⑴
脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
の
労
災
補
償
状
況

脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
で
は
、
請
求
件
数
が
１

２
５
４
件
と
前
年
度
比
２

２
４
件
増
加
す
る
一
方
、
支

給
決
定
件
数（
労
災
保
険
の

補
償
対
象
と
認
め
ら
れ
た
件

数
）は
２
１
７
件
で
、
前
年

度
比
24
件
減
少
し
ま
し
た
。

認
定
件
数
は
、６
年
度
ま
で

続
い
て
い
た
増
加
傾
向
か
ら

減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。

業
種
別
で
は
、「
道
路
貨

物
運
送
業
」
の
請
求
件
数
が

１
７
９
件（
前
年
度
比
24
件

増
）、
支
給
決
定
件
数
が
50

件（
同
26
件
減
）で
い
ず
れ

も
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
請

求
件
数
は
増
加
し
つ
つ
も
、

支
給
決
定
件
数
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

職
種
別
で
も「
自
動
車
運

転
従
事
者
」
の
請
求
件
数
が

２
１
５
件（
前
年
度
比
52
件

増
）、
支
給
決
定
件
数
が
53

件（
同
19
件
減
）で
い
ず
れ

も
最
多
と
な
り
、
支
給
決
定

件
数
に
占
め
る
運
送
業
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
割
合
は
減
少
し

た
も
の
の
、
約
24
％
を
占
め

ま
す
。

年
齢
別
で
の
支
給
決
定
件

数
は
、「
50
～
59
歳
」が
79
件

で
最
も
多
く
、
次
い
で「
60

歳
以
上
」が
63
件
、「
40
～
49

歳
」
が
58
件
で
し
た
。
引
き

続
き
50
代
が
最
多
で
あ
り
、

40
歳
以
上
の
中
高
年
齢
者
が

全
体
の
約
92
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
時
間
外
労
働
時

間
別（
１
か
月
ま
た
は
２
～

６
か
月
に
お
け
る
１
か
月
平

均
）の
支
給
決
定
件
数
を
み

る
と
、「
評
価
期
間
１
か
月
」

で
は「
１
０
０
時
間
以
上
１

２
０
時
間
未
満
」
が
27
件
で

最
も
多
く
、「
評
価
期
間
２

～
６
か
月
に
お
け
る
１
か
月

平
均
」
で
は「
60
時
間
以
上

80
時
間
未
満
」
が
48
件
で
最

多
と
な
り
、
次
い
で「
80
時

間
以
上
１
０
０
時
間
未
満
」

の
42
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
過
労

死
リ
ス
ク
管
理
で
は
、
月
80

時
間
を
基
準
と
す
る
の
で
は

な
く
、
月
60
時
間
を
一
つ
の

目
安
と
し
て
、
早
期
段
階
か

ら
長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
な
お
、

45
時
間
未
満
で
支
給
決
定
さ

れ
た
事
案
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑵
精
神
障
害
に
関
す
る
事
案

の
労
災
補
償
状
況

精
神
障
害
に
関
す
る
事
案

で
は
、
請
求
件
数
が
４
９
５

８
件
と
前
年
度
比
１
１
７
８

件
増
加
し
、
支
給
決
定
件
数

も
１
０
８
２
件
と
、
前
年
度

か
ら
26
件
増
加
し
ま
し
た
。

請
求
・
支
給
決
定
件
数
と
も

に
、
過
去
最
多
と
な
っ
て
い

ま
す
。

業
種
別
で
は
、「
社
会
保

険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事
業
」

の
請
求
件
数
が
７
０
６
件
、

支
給
決
定
件
数
が
１
５
１
件

で
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
職
種
別
で
は「
一
般
事

務
従
事
者
」
の
請
求
件
数
が

８
３
３
件
、
支
給
決
定
件
数

が
１
０
９
件
で
最
多
と
な
っ

て
い
ま
す
。

支
給
決
定
件
数
を
年
齢
別

に
み
る
と
、「
40
～
49
歳
」が

２
９
４
件
で
最
も
多
く
、
次

い
で「
50
～
59
歳
」
が
２
４

４
件
、「
30
～
39
歳
」が
２
４

３
件
、「
20
～
29
歳
」が
２
３

６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。脳・

心
臓
疾
患
に
関
す
る
事
案
と

比
較
す
る
と
、
若
年
層
の
割

合
が
高
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。ま

た
、
時
間
外
労
働
時
間

別（
１
か
月
平
均
）の
支
給

決
定
件
数
で
は
、「
20
時
間

未
満
」
が
57
件
で
最
多
と
な

り
、
精
神
障
害
に
つ
い
て
は

労
働
時
間
の
長
さ
と
の
比
例

関
係
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
精
神
障
害
の
発
生

原
因
と
な
っ
た
出
来
事
別
の

支
給
決
定
件
数
で
は
、「
上

司
等
か
ら
、
身
体
的
・
精
神

的
攻
撃
な
ど
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト（
パ
ワ
ハ
ラ
）を

受
け
た
」
が
２
２
２
件
で
最

多
と
な
り
、
次
い
で「
顧
客

や
取
引
先
、
施
設
利
用
者
な

ど
か
ら
著
し
い
迷
惑
行
為
を

受
け
た
」
と「
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
セ
ク
ハ

ラ
）を
受
け
た
」が
、そ
れ
ぞ

れ
１
２
７
件
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク

ハ
ラ
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト（
カ
ス
ハ
ラ
）な
ど
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
対
人
関
係

を
巡
る
問
題
を
原
因
と
す
る

も
の
は
５
８
５
件
に
上
り
、

全
体
の
約
54
％
を
占
め
、
主

な
原
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

⑶
運
送
業
に
お
け
る
留
意
点

以
上
か
ら
、
運
送
業
で
は

「
脳
・
心
臓
疾
患
に
関
す
る

事
案
」、
い
わ
ゆ
る「
過
労

死
」
が
依
然
と
し
て
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
早
急

な
対
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
背
景
と
し
て
、
運
送
業

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
つ
い
て
は

現
在
、
36
協
定
に
お
け
る
時

間
外
労
働
の
上
限
が
年
間
９

６
０
時
間
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
遵
守
し
た
と
し

て
も
、
月
平
均
の
時
間
外
労

働
時
間
が
過
労
死
認
定
で
管

理
す
べ
き
月
60
時
間
を
超

え
、
一
般
的
な
認
定
基
準
と

さ
れ
る
月
80
時
間
に
達
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
車
中
で
の
待
機
や

休
憩
な
ど
、
休
憩
時
間
の
実

態
が
不
明
確
に
な
り
や
す
い

こ
と
か
ら
、
実
際
の
拘
束
時

間
を
含
め
た
勤
務
実
態
が
問

題
と
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
36
協
定
の

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や

改
善
基
準
告
示
に
よ
る
拘
束

時
間
の
限
度
を
遵
守
し
て
い

て
も
、
過
労
死
認
定
の
対
象

と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

高
齢
化
が
進
む
中
、
過
労
死

に
関
す
る
支
給
決
定
で
は
40

歳
以
上
が
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中

高
年
齢
者
の
健
康
管
理
を
含

め
、
過
労
死
リ
ス
ク
へ
の
対

応
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
防
ぐ

に
は
、
時
間
外
労
働
の
上
限

で
あ
る
年
間
９
６
０
時
間
を

遵
守
し
、
月
80
時
間
を
超
え

る
残
業
を
発
生
さ
せ
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。そ
の
上
で
、

月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
で

は
、
賃
金
の
割
増
率
が
50
％

と
な
る
た
め
、
月
60
時
間
以

内
を
目
標
と
し
、
最
終
的
に

は
過
労
死
リ
ス
ク
の
な
い
月

45
時
間
以
内
の
達
成
を
目
指

す
と
と
も
に
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健

康
管
理
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

特
に
、
過
労
死
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
れ
を
契
機
と
し

て
行
政
庁
に
よ
る
臨
検
・
調

査
が
行
わ
れ
、
行
政
処
分
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
労
災
保
険
に

よ
る
給
付
と
は
別
に
、
多
額

の
民
事
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
事
業
存

続
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
を
踏
ま

え
、
企
業
経
営
に
お
け
る
重

要
な
リ
ス
ク
管
理
事
項
の

一
つ
と
し
て
、
継
続
的
に
取

り
組
む
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

「
過
労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
」に
つ
い
て

令
和
８
年
７
月
15
日
に
厚
生
労
働
省

か
ら
、
７
年
度「
過
労
死
等
の
労
災
補

償
状
況
」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。




